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は じ め に 


人 口 減少 や 低 金 利 環境 の 長期 化 等 、 金 融 を 巡る 環境 が 大 きく 変化 し 、 金融 サー 
ビス の 受け 手 の ニ ー ズ も 多様 化し て いる 。 金融 機関 に お いて は 、 融 資 業務 に つい て 
も 、 経 営 理念 を 明確 に し 、 自ら の 強み を 活か し て 独自 の 取組 み を 行う 動き が 広がり 
つつ ある 。 


他方 、 こ れ ま で の 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 は 、 各 金融 機関 の ビジ ネス モデ ル と は 
切り 離し て 、 特 定 の 内 部 管理 態勢 の あり 方 を 想定 し て 設計 され て きた た め 、 金 融 機 
関 の 融資 に 関す る 様々 な 取組 みや 将来 損失 の 的 確 な 見 積 り を 制約 する 結果 と な っ 
て いる 可能 性 が 指摘 され て いる 。 


本 来 、 金 融 機関 の 融資 業務 に つい て は 、 経 営 理念 を 出発 点 と し て 、 こ れ と 整 
な 形 で 経営 戦略 ・ 各 方 針 が 策定 され 、 内 部 管理 態勢 が 構築 され 、 方 針 か ら リス 
ク 管 理 、 自 己 査 定 ・ 償 却 ・ 引 当 ま で の 実務 が 一 貫 性 を も っ て 進め られ る こと が 望ま し 
く 、 当局 の 検査 ・ 監 督 も この 点 を 踏ま えて 設計 され る べき で ある 。 


本 文書 は 、 金 融 ン レス テム の 安定 を 確保 する た め の 健 全 性 の 維持 を 前 提 と し つつ 、 
金融 機関 が 顧客 の 多様 な ニー ズ に 応え る た め の 創 意 工夫 に 取り 組み や すく な る よ 
う 、 融 資 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 を 提示 する こと を 目的 と し て いる 。 


金融 庁 で は 、 金融 モニ タリ ング 有識者 会 議 が 公表 し た 「 検 査 ・ 監 督 改 革 の 方 向 と 
課題 」( 平 成 29 年 3 月) を 踏ま え 、 検 査 ・ 監 督 全般 に 共通 する 基本 的 な 考え 方 と 進め 
方 を 整理 し た 「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基本 方 針 ) 」 を 公表 ( 平 
成 30 年 6 月 ) し た 。 同 方 針 に お いて は 、 平 成 31 年 4 月 1 日 以降 を 目途 に 検査 マニ ュ 
アル を 廃止 する 予定 と し て いる 。 また 、 こ の 基本 方 針 を 踏ま を 、 個 々 の テー マ ・ 分 野 
ご と の より 具体 的 な 考え 方 と 進め 方 を 、 議 論 の た め の 材 料 で ある こと を 明示 し た 文 
書 ( デ ィ ス カッ ショ ン ・ ペ ー パ ー) の 形 で 示す こと と し て いる 。 


金融 庁 は 、 平 成 30 年 7 月 以降 、 関 係 者 や 有識者 か ら な る 「 融 資 に 関す る 検査 ・ 監 
督 実務 に つい て の 研究 会 」 を 開催 し 、 現 状 の 実務 を 出発 点 と し て 、 よ り 的 確 な 将来 
見 通し に 基づく 引当 を 可能 に する 枠組 み を 含め 、 金 融 機関 の 融資 に 関す る 検査 ・ 監 
督 実 務 に つい て 議論 し て きた 。 

本 文書 は 、 上 記 研 究 会 に お ける 議論 の 内 容 を 踏ま え 、 個別 分 野 毎 の 考え 方 と 進 
め 方 を 示す ディ スカ ッ シ ョ ン ・ ペ ー パ ー の 一 環 と し て 、 融資 の 観点 か ら 、「 金 融 レ ステ 
ム の 安定 」 と 「 金 融 仲介 機能 の 発揮 」 の バラ ンス の 取れ た 実現 を 目指 す 当 局 の 検 
査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 を 整理 し た も の で ある 。 

また 、 本 文書 は 、 主として 了 預金 取扱 金融 機関 を 念頭 に 置い て 記述 し て いる が 、 他 

1 


の 業態 の 検査 ・ 監 督 に お いて も 対話 の 材料 と し て 活用 する こと が 考え られ る 。 


本 文書 に つい て は 、 令 和 元 年 10 月 11 日 まで の 間 、 意 見 募集 手続 に 付 し 、 様 々 な 
意見 を 頂い た 。 コメ ント の 概要 及び それ に 対す る 金融 庁 の 考え 方 は 、 金 融 庁 の ホー 
ムペ ー ジ で 公表 し て いる 。 


(https://Www.fsa.go.jp/news/r1/yuushidp/20191218.html) 


な お 、 今後 も 、 金 融 機 関 や 利用 者 を は じ め と し た 幅広 い 関 係 者 と の 議論 を 行い 、 
継続 的 な 改善 に 努め て いく 。 


本 文書 は 、 よ り よ い 実 務 に 向け た 対話 の 材料 と する た め の も の で あり 、 検 査 や 監 
曽 に お いて 、 本 文書 の 個々 の 論点 を 形式 的 に 適用 し た り 、 チ ェ ッ クリ スト と し て 用 い 
た りす る も の で は な い 。 また 、 本 文書 を 用 いた 対話 に 当たっ て は 、 後 述 の と お り 、 金 
融 機関 の 個性 ・ 特 性 を 十分 に 踏ま えた 議論 を 行っ て いく 。 


II. 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 現状 と 課題 


1. パブ ル 崩 壊 後 の 検査 ・ 監 督 


我が国 で は 、1980 年 代 後半 に 拡大 し た 資産 価格 バブ ル が 1990 年 代 初 に 崩壊 し 
た 。 バブ ル 当 時 は 、 不 動産 価格 や 株 価 の 上 昇 を 見 込ん だ 貸付 けが 多く 行わ れ た た 
め 、 バ ブル 崩壊 に よる 資産 価格 の 急落 を 主要 因 と し て 、 多く の 金融 機関 の 貸出 先 の 
債務 返済 能力 が 著しく 低下 し 、 多額 の 不良 債権 が 発生 する に 至っ た 。 


1998 年 の 金融 監督 庁 発足 か ら 数 年 は 、 既に 発生 し た 不良 債権 を 的 確 に 把握 し 、 
足元 まで の 資産 価格 の 下落 と いう 要因 を 引当 に 反映 させ 、 国 内 外 の 信用 を 回 復 す 
る こと が 優先 的 な 課題 の 一 つ で あっ た 。 


その た め 、 人 金融 監督 庁 は 、 金 融 機関 の 裁量 の 余地 が 少な い 一 律 の 基準 を 策定 し 
(検査 マニ ュ ア ル 別 表 ) 、 貸 出先 が 実質 債務 超過 か どう か 、 貸 出 が 担保 ・ 保 証 に より 
保全 され て いる か を 重視 し て 、 自己 査定 結果 の 検証 を 行っ て きた 。 また 、 引当 の 見 
積 り に お いて も 、 一 律 の 基準 に 基づい た 検査 が 行わ れ た 結果 、 過 去 の 貸 倒 実績 等 
を 基本 と し て 債務 者 区 分 毎 に 一 定 の 計算 式 に 基づき 引当 額 の 計算 を 行う 実務 が 定 
着 し た 。 

この よう な 検査 ・ 監 督 手法 は 、 当 時 の 優先 的 な 課題 に 対応 する 形 と な っ て いた と 
考え られ る 。 すなわち 、 バ ブル 当時 は 、 多 く の 借 り 手 が 、 不 動産 や 株 式 の 値上がり 
後 の 売却 に よる 返済 を 見 込ん で 資産 購入 資金 の 借入 を 行っ た た め に 、 資 産 価格 の 
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下落 に よる バラ ンス シー ト の 悪化 が 借り 手 の 債 務 返 済 能力 に 直結 し た 。 こ の よう な 
状況 下 で は 、 借 り 手 の 実 質 的 な バラ ンス シー ト が どの 程度 悪化 し て いる の か を 検証 
する こと が 、 借 り 手 の 信 用 状態 を 評価 し 、 不 良 債権 問題 を 解決 する 上 で 有効 で あっ 
た と 考え られ る 。 


し か し 、 検査 マニ ュ ア ル が 想定 し て いる ビジ ネス モデ ル は 、 結果 と し て 、 か な り 限 
定 さ れ た 類型 の も の と な り 、 各 人 金融 機関 の 経営 戦略 や 融資 方 針 が 十分 に 考慮 され 
ず 、 画 一 的 に 内 部 管理 態勢 (リス ク 管 理 、 引 当 等 ) の 検証 が 行わ れ た 結果 、 例 えば 、 
以下 の よう な 影響 が 生じ て きた と 考え られ る 。 


① 担保 ・ 保 証 へ の 過度 な 依存 、 貸 出先 の 事業 の 理解 ・ 目 利き 力 の 低下 と いっ た 
融資 行動 へ の 影響 が 生じ た (これ に 対し 、 バ ブル 期 以前 に は 、 運 転 資金 、 設 
備 資金 等 の 資金 使途 や 返済 財源 に 着目 し 、 将来 の キャ ッシュ フロ ー を 重視 し 
た 融資 が 行わ れ て いた と の 指摘 が ある ) 。 


② 過去 の 貸 倒 実 績 の み に 依拠 し て 引当 を 見 積もる 実務 が 定着 し た 結果 、 金 融 
機関 が 認識 し て いる 将来 の 貸倒れ の リス ク を 引当 に 適切 に 反映 させ る こと が 
難し く な っ た (個々 の 貸出 先 の 債務 者 区 分 の 変更 に より 引当 額 を 増減 させ る 
実務 で は 将来 の リス ク を 適切 に 反映 する こと が 難し い ) 。 


2. 金融 機関 の 現状 と 課題 に 合わ せ た 検 査 ・ 監 督 


(1) ビジ ネス モデ ル の 多様 性 の 発揮 が 求め られ る 時 代 へ の 対応 


か つて は 、 国 内 の 資金 不足 の た め 、 資 金 ニ ー ズ が 高く 、 金 融 機関 が 貸出 先 を 選 
択 す る こと が で きた が 、 近 時 は 、 金 融 を 巡る 環境 が 、 人 口 減少 ・ 高 齢 化 の 進展 、 低 
金利 環境 の 長期 化 等 、 大 きく 変化 し て き て いる 中 、 金 融 機 関 間 の 金利 競争 が 続き 、 
金融 機関 が 貸出 先 か ら 選 ば れる 時 代 と な っ て いる 。 

また 、 近 時 は 、 金 融 サ ービス の 受け 手 の ニ ー ズ が 多様 化し て いる 。 例え ば 、 地 
域 企業 は 、 融 資 取 引 の みな ら ず 、 事 業 承 継 、M&A、 販 路 開 拓 、 人 材 派遣 、 オ ー ナ 
一 経営 者 の 資産 運用 等 、 多 様 な ニー ズ を 持つ よう に な っ て いる 。 

この よう な 環境 下 で 、 様 々 な 顧客 の ニー ズ に 応え る た め 、 自 ら の 強み を 活か し 、 
顧客 と の 関係 性 (リレー ショ ン ) に より 事業 へ の 理解 を 深め て 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ 機 
能 を 発 押 し つつ 資金 ニー ズ に 対応 する 等 、 独 自 の 取組 み を 行っ て いる 金融 機関 も 
増え て いる 。 こ うし た 動き は 今後 も 広がる こと が 考え られ る 。 

例え ば 、 一 部 の 金融 機関 で は 、 単 な る 資金 の 貸付 け に と ど ま ら ず 顧 客 に 付加 
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価値 を 提供 する 取組 みや 、 か つて の よう に 財務 デー タ や 担保 ・ 保 証 の 有無 を 過度 
に 重視 し た 融資 か ら 、 貸 出先 の 事業 の 将来 性 や 将来 の キャ ッシュ フロ ー か ら 返 済 
可能 性 を 評価 し た 融資 の あり 方 に 立ち 戻る よう な 取組 み が 見 られ る 。 さら に は 、 創 
業 支援 の 場合 に 、 銀 行 自ら リス ク テ イ ク す る こと が 難し い が 成 長 が 見 込め る よう な 
顧客 に ベン チャ ー キ ャ ピタ ル や 投資 ファ ンド を 紹介 する こと や 、 顧 客 企業 の 商 流 拡 
大 に つい て 助言 する 等 、 融資 に 留まら な い 様 々 な 取組 み も 始ま っ て いる 。 


(2) 将来 の 損失 や 危機 に 適切 に 備え る 必要 


上 記 の よう な 人 金融 機関 の 経営 戦略 や 融資 方 針 の 多様 化 、 貸 出先 の ビジ ネス の 
多様 化 ・ 複 雑 化 、 貸 出先 の 事業 環境 の 変化 等 に 伴い 、 金 融 機関 の 融資 ポー ト フ ォ 
リオ の 信用 リス ク の 要因 も 多様 化し て いる 。 


今後 も 、 経 営 状 態 に 重大 な 問題 が 生じ て いる 債務 者 に 適切 に 対応 し て いく 態勢 
が 金融 機関 に と っ て 重要 で ある こと は 変わ ら な い 。 


これ に 加え て 、 経 営 状態 に 重大 な 問題 が だ 生じ て いな い 債 務 者 に 対す る 債権 で 
あっ て も 、 将 来 信用 状態 が 大 きく 悪化 する リス ク が 潜ん で いる 場合 に 、 如何 に 将来 
の 貸倒れ に 備え つつ 、 リ スク が 顕在 化す る 前 に 実効 的 な 経営 支援 に 着手 で きる か 
どう か が 、 多 く の 金 融 機関 に と っ て 重要 な 課題 の 一 つ に な っ て いる 。 


(3) 金融 機関 の 多様 性 に 合わ せ た 検 査 ・ 監 督 へ 


上 記 の よう に 、 金 融 機関 の 経営 環境 が 大 きく 変化 し て いる こと や 、 融資 ポー ト フ 
オォ リオ の 信用 リス ク の 要因 が 多様 化し て いる こと 等 を 踏ま そえ つつ 、「 金 融 ン レス テム 
の 安定 」 と 「 金 融 仲介 機能 の 発揮 」 を バラ ンス の 取れ た 形 で 実現 する た め に は 、 当 
局 も 、 金融 機関 が 自主 的 な 創意 工夫 を 行い や すく な る よう 、 ビ ジネス モデ ル の 多様 
性 に 合わ せ て 検査 ・ 監 督 手 法 を 継続 的 に 見 直し て いく 必要 が ある 。 


中 . 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 基本 的 な 考え 方 


1. 金融 機関 の 健全 性 と 金融 仲介 機能 の 発揮 と の 関係 


金融 機関 は 、 冒頭 で 述べ た と お り 、 そ れ ぞ れ の 経営 環境 の 下 で 、 人 金融 仲介 機能 
の 継続 的 な 発揮 を 通じ て 、 安定 し た 収益 と 将来 に わた る 健全 性 を 確保 し 、 企 業 ・ 経 
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済 の 持続 的 な 成長 に 貢献 し て いく た め に 、 経 営 陣 が 経営 理念 に 基づい て 適切 な 経 
営 戦略 を 策定 ・ 実 行 し 、 ま た 、 取締 役 会 等 が ガバ ナン ス を 発揮 し て いく こと が 期待 さ 
れる 1!。 


その た め 、 当局 は 、 個別 金融 機関 の 健全 性 を 評価 する に 際 し て 、 そ の 前 提 と な る 
各 金 融 機関 の 個性 ・ 特 性 や 実態 の 正確 な 把握 を 通じ て 、 ど の よう な 形 で 金融 仲介 
機能 の 発揮 に 取り 組ん で いる の か 、 又 は 取り 組 も うと し て いる の か を 理解 し た 上 で 、 
金融 仲介 に 伴い 発生 する リス ク を 特定 ・ 評 価 し 、 健全 性 上 の 優先 課題 に つい て 対話 
を 行っ て いく 。 


以上 の よう に 、 健 全 性 政策 と 金融 仲介 機能 の 発揮 に 向け た 取組 み は 表裏 を な す 
も の で あり 、 一 体 と し て 議論 すべ きも の で ある 。 


2. 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 即 し た 検査 ・ 監 督 


冒頭 で 述べ た と お り 、 本 来 、 金 融 機 関 の 経営 陣 は 、 経 営 理念 に 基づき 、 自 ら の 意 
思 と 責任 を も っ て 、 経 営 資源 (ヒト 、 モ ノ 、 カ ネ ( 自 己 資本 )) を 前 提 に 、 経 営 戦略 と し て 
どの よう な 種類 の リス ク を どの よう な 規模 ・ バ ラン ス で 許容 する の か を 決定 し 、 ま た 、 
その リス ク を どの よう に モニ タリ ング し コン トロ ー ル する か と い 3 う 観点 か ら 、 経 営 戦 略 
か ら 一 貫 し た 形 で 内 部 管理 態勢 を 構築 する こと が 望ま し い 。 


その た め 、 当 局 と し て は 、 金 融 機関 それ ぞ れ の 経営 理念 ・ 戦 略 が 多様 で ある こと 
か ら 、 こ れ ら に 基づく 金融 機関 の 内 部 管理 態勢 に も 多様 性 が ある こと を 理解 し 、 金 
融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 着目 し 、 こ れ に 即 し た 検査 ・ 監 督 を 行っ て いく 。 


な お 、 本 文書 で 、「 金 融 機 関 の 個 性 ・ 特 性 」 と は 、 金 融 機関 が どの よう な 経営 環境 
(顧客 特性 、 地 域 経済 の 特性 、 競 争 環境 等 ) の 中 で 何 を 目指 し て いる の か (経営 理 
念 )、 そ れ を どの よう な ガバ ナン ス や 企業 文化 の 下 で 、 ど の よう に 具体 的 な 経営 戦略 、 
経営 計画 、 融 資 方 針 、 融 資 実 務 、 リ スク 管理 、 コ ンプ ライ アン ス 熊 勢 、 自 己 査定 ・ 償 
却 ・ 引 当 実 務 と し て 進め 、 ど の よう な 融資 ポー ト フ ォ リ オ や 有価 証券 ポー ト フ ォ リ オ を 
構築 し 、 ど の よう な ビジ ネス (顧客 向け サー ビス 業務 や 有価 証券 運用 を 含む ) か ら ど 
の 程度 の 収益 を 上 げ 、 ど の よう な 財務 状況 と な っ て いる か の 全体 像 を いう 。 





「 コ ー ポ レー ト ガ バナ ンス ・ コ ー ド 」【 原 則 4 一 1. 取締 役 会 の 役割 ・ 責 務 (1)】 で は 、「 取 締 役 


会 は 、 会 社 の 目指 す と ころ (経営 理念 等 ) を 確立 し 、 戦略 的 な 方 向 付 け を 行う こと を 主要 な 役割 ・ 
責務 の 一 つと 捉え 、 具 体 的 な 経営 戦略 や 経営 計画 等 に つい て 建設 的 な 議論 を 行う べき で あり 、 重 
要 な 業務 執行 の 決定 を 行う 場合 に は 、 上 記 の 戦略 的 な 方 向 付け を 踏ま える べき で ある 。」 と され て 
いる 。 


また 、 個 別 の 金融 機関 の 内 部 管理 態勢 の 構築 に 当たっ て 、 方 針 や 規程 の 整備 ・ 
周知 、 適 切な 人 員 配 置 と 権限 分 配 、 リ スク 管理 部 門 や 内 部 監査 部 門 の 独立 性 や 率 
制 機能 の 発揮 、PDCA の 重要 性 等 と いっ た 検査 マニ ュ ア ル に お いて 従来 か ら 前 提 と 
され て いた 基本 的 な 考え 方 は 今後 も 引き 続き 重要 で ある が 、 当局 は 、 一 律 の 内 部 
管理 態勢 の 構築 を 求め る の で は な く 、 個別 の 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 照ら し て 実効 
的 な 内 部 管理 態勢 が 構築 され て いる か どう か や 、 経 営 理念 ・ 戦 略 が 組織 全体 に 浸 
透 し 、 こ れ ら と 整合 的 に 営業 推進 や リス ク 管 理 が 行わ れ て いる か 等 を 評価 し て いく 。 


な お 、 個 別 の 金融 機関 が 採用 する リス ク 評 価 方 法 や その 水準 は 、 本 来 、 金 融 機 
関 の 経営 戦略 ・ 経 営 目標 、 業 務 の 多様 性 、 金 融 機 関 が と る リス ク の 複雑 さ に よっ て 
判断 され る べき で あり 、 当局 が 、 ビ ジネス モデ ル や リス ク 特 性 が 単純 な 金融 機関 に 
お いて 複雑 な リス ク 評 価 や リス ク 管 理 態 勢 の 構築 を 求め る べき で は な い 。 金融 機関 
が 定着 し た 実務 を 変更 し た 場合 に は 、 必 要 に 応じ て 、 当局 も 金融 機関 この間 で 変更 
に 伴い 考え られ る リス ク に つい て の 対話 を 行う が 、 そ の 際 に は 、 金 融 機 関 の ビ ジ ネ 
スモ デル や 顧客 の 特性 に 応じ た 改善 の 取組 み を 制約 する こと が な いよ う 留 意 する 。 


3. 将来 を 見 据え た 信用 リス ク の 特定 ・ 評 価 の 重要 性 


融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク を 特定 ・ 評 価 す る こと は 、 償 却 ・ 引 当 の 適切 性 の 
議論 の みな ら ず 、 経 営 戦略 に お ける リス ク テ イ ク や 内 部 管理 態勢 の あり 方 、 自 己 資 
本 の 十分 性 、 収 益 性 、 ビ ジネス モデ ル の 持続 可能 性 に つい て の 対話 を 進め る た め 
に も 必要 で ある "。 


融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク に 関し て は 、 金 融 機関 の 個性 ・ 特 性 を 基礎 と し て 、 
過去 実績 や 個 社 の 定量 ・ 定 性 情報 に 限ら れ な い 幅 広い 情報 か ら 、 将来 を 見 据え て 
適切 に 特定 ・ 評 価 す る こと が 重要 で ある 。 

融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク は 、 その 一 部 が 財務 会 計上 の 償却 ・ 引 当 に 
より カバ ー さ れる が 、 償 却 ・ 引 当 に 反映 され な い 信 用 リス ク に つい て は 、 健 全 
性 の 観点 か ら は 自己 資本 に より カバ ー さ れる こと に な る 。 





2 この よう な 対話 は 、 リ スク ア ペ タ イ ト ・ フ レー ム ワ ー ク (Risk Appetite Framework) の 考え 方 
に も 通じ る と ころ が ある が (「 金 融 レ ステ ム の 安定 を 目標 と する 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 ( 健 
全 性 政策 基本 方 針 ) 」( 以 下 「 健 全 性 政策 基本 方 針 」 と いう 。) 40、41 頁 を 参照 )、 当 局 が 全 金 融 機 
関 に 対し て 一 律 に 同 フレ ー ム ワー ク の 導入 を 促す も の で は な く 、 各 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 応じ 
て 、 ビ ジネス モデ ル の 持続 可能 性 の 対話 に 対す る 金融 機関 の 納得 感 を 高め て いく こと に 主眼 が あ 
る 。 


従前 の 検査 ・ 監 督 で は 、 償 却 ・ 引 当 の 水準 の 適切 性 (特に 前 提 と し て の 自己 査 
定 の 正確 性 ) に 重点 が 置か れ て きた 。 し か し 、 当 局 と し て は 、 今後 この よう な 
観点 で の 議論 だ け で な く 、 実 態 把握 を 通じ て 当該 金融 機関 が 会 計上 の 引当 や 自 
己 資本 比率 規制 で 捕捉 で き な い 信用 リス ク を 抱え て いる こと を 把握 し た 場合 
に は 、 当該 リス ク を も 勘案 し た 実質 的 な 自己 資本 の 十分 性 の 議論 を 行っ て いく 。 


な お 、 ビ ジネス モデ ル の 持続 可能 性 等 、 健 全 性 に 関す る 検査 ・ 監 督 一 般 に つい て 
の 考え 方 と 進め 方 に つい て は 、 健 全 性 政策 基本 方 針 に お いて 取り まとめ て いる 。 


IV. 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 進め 方 


1. 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 即 し た 実態 把握 と 対話 


金融 機関 この 対話 に あたっ て は 、 当局 側 の 思い 込み や 仮説 の 押し 付け を 行わ ず 、 
事実 か ら 出 発し 、 事 実に 立ち 戻り 、 事 実 を 最 優先 する こと を 、 検査 ・ 監 督 の 全 過 程 を 
通じ て 徹底 する 。 


具体 的 に は 、 金融 機 関 が ど の よう な 環境 に あっ て 、 何 を 目指 し て いる の か (経営 
理念 )、 そ の た め に どの よう な 融資 方 針 を 採っ て いる の か 、 実 際 の 融資 業務 の 進め 
方 や 収益 状況 と 融資 方 針 と の 関係 は どう か 、 融 資 業務 か ら ど の よう な 信用 リス ク が 
生じ る の か と いっ た 観点 か ら 、 各 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 即 し た 切り 口 か ら 着 眼 点 
を 検討 し 、 リ スク ベー ス で の 実態 把握 を 行う 。 


その 際 に は 、 地 域 経済 の 状況 、 融 資 ポ ー ト フォ リオ の 特性 、 資 本 配 賊 や 収益 管 
理 の 状況 等 の 観点 か ら の 実態 把握 の みな ら ず 、 金 融 仲介 機能 の 発揮 状況 を より 深 
く 理解 する た め の 個 別 和 貸出 に つい て の 対話 や 、 融 資 審査 、 期 中 管理 、 信 用 リス ク 管 
理 、 自 己 査定 、 償 却 ・ 引 当 等 の 融資 に 関す る 各 態 勢 の 実効 性 評価 の た め の 個 別 貸 
出 の 検証 も 必要 に 応じ て 行う 。 


その 上 で 、 把握 し た 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク を ベー ス と し て 、 償 却 ・ 引 当 
の 水準 の 適切 性 の みな ら ず 、 経 党 戦 略 に お ける リス ク テ イ ク や 内 部 管理 態勢 の あり 
方 、 実 質 的 な 自己 資本 の 十分 性 、 収 益 状況 等 も 考慮 し て ビジ ネス モデ ル の 持続 可 
能 性 に つい て 議論 し て いく 。 


2. 今後 の 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 進め 方 の イメ ー ジ 


当局 が 融資 に 関し て どの よう な 検査 ・ 監 督 を 行う の か に つい て 見 える 化す る 観点 
か ら 、 現 時 点 で 考え られ る 具体 的 な 対話 の イメ ー ジ に つい て 以下 に 記載 する 。 な お 、 
本 事例 は あく まで も イメ ー ジ で あり 、 当然 の こと な が ら 個別 の 状況 や 今後 の 状況 の 
変化 に 応じ て 検査 ・ 監 督 の 進め 方 は 異な る 。 


金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 関す る 認識 の 共有 の 例 タ 


例え ば 、 あ る 地域 金融 機関 で は 、 自 己 資本 比率 を 意識 し て 、 経 費 を 圧縮 
する と と も に リス ク を 制御 し た 有価 証券 運用 を 行っ て いる 。 融資 は 、 古く か ら 
の 関係 性 の 深い 顧客 (コア 先 ) と の 長期 的 な 取引 に 基づい て いる も の の 、 婚 
存 先 の ボリ ュー ム 指 向 で は な く 、 ボ ラテ ィ リ ティ の 高い 業種 を 抑制 し た 上 で 、 
営業 店 の 目利き 力 向上 に より 地元 で 中 小 企業 向け 融資 を 伸ばす と と も に 、 
業績 が 悪化 し た 地元 の コア 先 に 対し て 積極 的 に 再生 支援 し て いく 方 針 を 採 
用 し て いる 。 地元 で は 人 口 減少 が 進ん で いる が 、 不 動産 賃貸 業者 向け 貸出 
の 割合 は 高い 。 他方 で 、 余 資 運用 の た め 、 大 都市 圏 へ の 越境 貸出 を 拡大 し 
て いる 。 


ぐ 金 融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 即 し た 実態 把握 の 着眼 点 タ 


上 述 の よう な 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 を 前 提 に 、 例 えば 、 当局 と 金融 機関 の 
間 で 以下 の よう な 点 に 着眼 し て 実態 把握 を 行う こと が 考え られ る 。 また 、 顧 客 
等 、 地 域 の ステ ー ク ホル ダー と の 対話 を 通じ て 、 地 域 経 済 、 競 争 環境 、 個 別 
金融 機関 の 取組 み 等 に つい て の 実態 把握 も 行う 。 
① 今後 の 経営 方 針 に 関す る 経営 陣 の 議論 状況 
と 例え ば 、 自 行 の 経営 理念 と の 整合 性 、 足 元 の 貸出 先 の 状況 や 収益 ・ 
コス ト 状況 と の 整合 性 、 融 資 施策 の 具体 性 等 に 着目 する こと が 考え ら 
れる 。 
② 策定 され た 経営 計画 や 方 針 と 実際 の 融資 業務 と の 整合 性 


と コア 先 と の 関係 性 


例え ば 、 地 元 コ ア 先 の 貸出 残高 は 横ばい で ある も の の 、 貸 出先 
数 が 減少 し て いる 場合 、 そ の 原因 や その 対応 策 の 実効 性 に 着目 
する こと が 考え られ る 。 


と ボラ ティ リティ の 高い 業種 の 抑制 


ソ 例え ば 、 業 種 毎 の 過去 の 貸倒れ の 実績 や 内 部 格付 の 遷移 状況 
と 外部 環境 の 変化 と の 関係 等 に 着目 し て 、 実 際 の 景気 変動 の 影 
響 等 を 検証 する こと が 考え られ る 。 


と 中 小 企業 向け の 貸出 の 状況 


" 顧客 と の 関係 性 に 基づい て 、 顧 客 の 実態 を どの よう に 把握 し て い 
る の か (例え ば 、 顧 客 の 事業 、 正 常 な 運転 資金 、 貸 出 の 資金 使途 、 
返済 財源 な ど を 踏ま えた 将来 の キャ ッシュ フロ ー の 把握 ) や 再生 
支援 先 の 経営 改善 状況 に 着目 する こと が 考え られ る 。 


マソ 中小 企業 向け 貸出 に 注力 する と いう 方 針 と 実際 の 融資 ポー ト フ ォ 
リオ の 状況 と の 関係 (例え ば 、 融 資 方 針 と は 異な り 、 実 際 に は 大 
企業 向け の 大 口 貸出 が 伸び て いる よう な 場合 、 地 元 の 中 小 企業 
向け 融資 に 取り 組ん で いる が 現状 が 上 厳し く 伸 び て い な い 場 合 等 
が あり 得る 。 ) 

> 大 口 与信 先 向け の 貸出 の 状況 

" 大 口 貸出 が 増え て いる よう な 場合 、 ど の 大 口 与信 先 が 経 営 に 対 
し て 大 き な 影 響 を 及ぼ す と 考え て いる か 、 大 口 与信 先 向け の 貸 
出 は どの よう な 経営 戦略 ・ 方 針 や 融資 方 針 に 基づく も の か (事業 
再生 支援 も 含む ) 等 に 着目 する こと が 考え られ る 。 

③ 資本 配 虐 や 収益 管理 の 実施 状況 
と 例え ば 、 配 駆 可能 な 自己 資本 が 比較 的 限ら れ て いる 中 で 、 経 営 方 針 
と の 整合 性 や リス ク テ イ ク に より どの 程度 の 収益 を 見 込ん で いる か 等 

に 着目 する こと が 考え られ る 。 


ぐる 把 握 し た 実態 に 基づく 対話 の 例 タ 


金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 即 し た 実態 把握 に 基づき 、 ど の よう な リス ク が あ 
る の か を 特定 ・ 評 価 し 、 リ スク テイ ク 、 収益 性 を 含む ビジ ネス モデ ル の 持続 可 
能 性 の 観点 か ら の 対話 を 行う 。 


① 重要 な 信用 リス ク の 特定 ・ 評 価 ・ 対 応 


> 注力 し て いる 中 小 企業 向け 貸出 に つい て 、 景 気 変動 の 影響 が 小さ い 
(ボラ ティ リティ が 低い ) こ と が 確認 され た 場合 は 、 顧 客 特性 等 や 金融 
機関 の 内 部 環境 が 変化 し て いな けれ ば 過去 の 実績 を ベー ス と し て 信 
用 リス ク を 推計 する 。 


と 既存 顧客 と は リス ク 特性 の 異な る 新規 顧客 層 ( 越 境 貸出 等 ) を 開拓 し 
て いる 場合 に は 、 そ の 特性 か ら 想 定 され る 信用 リス ク を 推計 し 、 金 融 
機関 が 実質 的 な 自己 資本 や 適切 な 引当 の 水準 を どの よう に 考え て い 
る か を 対話 する こと が 考え られ る (引当 に 関し て は 、V. 2. (3)① の 調 
整 例 も 参照 ) 。 直ちに 判断 で き な け れ ば 継続 的 に モニ タリ ング し て いく 
こと も あり 得る 。 


> 不動 産 賃 貸 業 者 向け 貸出 に つい て は 、 当該 地域 の 過去 の 空 室 率 や 
賃料 水準 の 変動 に 伴っ て 、 貸 倒れ が 増減 する 傾向 に ある こと が 確認 
され た 場合 に は 、 過去 の 実績 に 加え 、 こ れ ら の 外部 環境 の 変化 を も 
考慮 し て 信用 リス ク を 推計 し 、 金 融 機関 が 実質 的 な 自己 資本 や 適切 
な 引当 の 水準 を どの よう に 考え て いる か を 対話 する 。 


> 大 口 与信 先 の 与信 管理 に つい て は 、 監 督 指針 に も 同様 の 趣旨 を 示し 
て いる よう に 、 以下 の よう な 観点 か ら 対 話 を 行う こと が 考え られ る 。 


マソ 経営 に 対し て 大 き な 影 響 を 及ぼ す 可 能 性 の ある 大 口 与信 先 の 信 
用 状況 や 財務 状況 (貸出 の 資金 使途 、 債 務 者 の 事業 の 今後 の 見 
通し 、 将来 の キャ ッシュ フロ ー 等 ) の 把握 や モニ タリ ング の 状況 。 

ソ Y 信用 リス ク が 高まっ た 場合 の 対応 方 針 ( 引 当 や 自己 資本 に よる 
備え の 他 、 債 務 者 の 経営 改善 支援 、 債 務 者 が 経営 改善 計画 を 策 
定 し て いる 場合 に は 、 そ の 妥当 性 ・ 有 効 性 等 に つい て の 検証 状 
況 等 ) 。 

" 人 金融 機関 側 に 実効 的 な 事業 再生 支援 を 行う 能力 ・ 体 力 が ある か 
と いっ た 観点 か ら 、 リ スク が 顕在 化し た 場合 の 自己 資本 へ の 影響 
の 程度 等 。 

② 金融 仲介 機能 の 発揮 
と 例え ば 、「 営 業 店 の 目利き 力 向 上 に より 地元 で 中 小 企業 向け 融資 を 
伸ばす と と も に 、 業績 が 悪化 し た 地元 の コア 先 に 対し て 積極 的 に 再生 
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支援 し て いく 」 と いう 金融 機関 の 方 針 が 、 営業 現場 に お いて どの よう に 
実現 され 、 顧 客 に 付加 価値 を 提供 し て いる か を 把握 し 、 金 融 機 関 の ガ 
バナ ンス の 発揮 状況 に つい て 対話 する こと が 考え られ る 。 


と また 、 上 記 方 針 の 実現 に 寄与 し て いる 要因 や 、 実 現 を 困難 に し て いる 
要因 を 具体 的 に 明らか に し 、 当局 と 金融 機関 と の 間 で 今後 の 課題 を 
共有 する こと が 考え られ る 。 


例え ば 、 融 資 業務 の 進め 方 が 融資 方 針 と 相違 する 場合 で あっ て も 、 
当該 相違 自体 を 間 題 と する の で は な く 、 その 要因 や 足元 の 状況 を 踏 
まえ た 経営 陣 の 今後 の 方 針 に つい て 対話 する こと が 考え られ る 。 


③ ビジ ネス モデ ル の 持続 可能 性 


> 上 記 の 実質 的 な 自己 資本 の 水準 や 資本 配 賊 や 収益 管理 の 方 針 等 も 
踏ま え 、 例 えば 、 ビ ジネス モデ ル の 持続 可能 性 に つい て は 、 既 存 の 顧 
客 と の 関係 が 維持 で きる か 、 経 営 陣 の 意図 が 浸透 し て いる か 、 全 体 
と し て 、 自 己 資本 等 の 経営 資源 の 範囲 内 で 経営 戦略 が 検討 され て い 
る か 、 能 力 あ る 人 材 の 採用 ・ 育 成 や 人 事 ・ 業 績 評価 制度 な ど を 含め 、 
経営 戦略 に 沿っ て 経営 資源 が 適切 に 配分 され 、 収益 や コス ト が 適切 
に 管理 され て いる か 等 、 経 営 戦略 ・ 方 針 が 金融 機関 全体 で 実現 され 
て いく 態勢 と な っ て いる か と いう 観点 か ら 議 論 し て いく 。 








ぐ BOX1> 信用 リス ク と コン プラ イア ンス ・ リ スク と の 関係 


当局 の 検査 ・ 監 督 に お いて 、 金 融 機関 が どの よう な 経営 理念 の 下 で 、 ど の よ 
うな 方 針 を 採っ て いる の か 、 当該 方 針 に 基づい て 行わ れる 融資 業務 か ら ど の よ 
うな リス ク が 生じ る の か と いう プロ セス か ら リ スク を 特定 ・ 評 価 す る と いう 考え 方 
は 、 信 用 リス ク に 限ら ず 、 コ ンプ ライ アン ス ・ リ スク に も 共通 する 。 

当局 が 金融 機関 の 実態 把握 を 行う 場合 に は 、 信 用 リス ク の みな ら ず 、 他 の リ 
スク が 問題 事象 と し て 判明 する 可能 性 も 踏ま えて 、 多角 的 な 検証 を 行う こと に な 
る 。 

例え ば 、 収 益 至 上 主義 の 傾向 を 有する 企業 文化 の 下 で 、 無 理 な 営業 活動 、 
杜撰 な 与信 審査 、 審 査 関 係 書 類 の 改 宝 等 の 不正 が 行わ れる よう な ケー ス で 
は 、 信 用 リス ク と コン プラ イア ンス ・ リ スク が 表裏 一 体 の も の と し て 問題 と な る こと 
が 考え られ る 。 

上 記 の よう に 信用 リス ク と コン プラ イア ンス ・ リ スク が 関連 する 可能 性 を 踏ま え 
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る と 、 金 融 機関 の 個性 ・ 特 性 か ら 、 ど の よう な コン プラ イア ンス ・ リ スク が 考え られ 
る か を 念頭 に 置き つつ 、 融 資 ポ ー ト フォ リオ の 分 析 を 行い 、 不 自然 に 貸出 残高 
や 収益 が 拡大 し て いる 融資 商品 、 地 域 、 業 種 等 が ある 場合 、 金 融 機関 内 外 の 
情報 か ら コ ンプ ライ アン ス ・ リ スク 管理 上 の 問題 事象 が 疑わ れる 場合 等 に は 、 コ 
ンプ ライ アン ス ・ リ スク 管理 態勢 の 実効 性 の 観点 か ら も 、 必要 に 応じ て 個別 貸出 
の 検証 を 行う 等 の 対応 が 考え られ る 。 
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V. 信用 リス ク 情 報 の 引当 へ の 反映 


1. 基本 的 な 視点 


従前 の 検査 ・ 監 督 に お いて は 、 当局 は 、 金 融 検 査 マ ニュ アル 別表 の 枠組 み ( 別 紙 
参照 ) に 基づい て 、 金 融 機関 に 償却 ・ 引 当 の 適切 性 を 検証 し て きた 。 


金融 検査 マニ ュ ア ル 別 表 の 枠組 み は 、 金 融 商品 に 関す る 会 計 基 準 (以下 「 金 融 
商品 会 計 基 準 」 と いう 。 ) の 枠組 み を 基礎 と し つつ 、 さ ら に 区 分 を 細分 化す る 形 で 債 
務 者 を 正常 先 、 要 注意 先 ( 要 管 理 先 を 含む ) 、 破綻 懸 念 先 、 実 質 破 綻 先 及 び 破 綻 先 
分 毎 の 債権 額 に 対し て 予想 損失 率 を 乗じ て 予想 損失 額 を 確定 し 、 予 想 損失 額 に 相 
当 す る 額 の 貸 倒 引当 金 を 計上 する (一 般 貸 倒 引当 金 )、 破 綻 懸念 先 、 実 質 破綻 先 、 
破綻 先 に つい て は 個別 債務 者 毎 の 回 収 不 能見 込 額 に 貸 倒 引当 金 を 計上 する ( 個 
別 貸 倒 引 当 金 )( こ と と し て いた も の で ある 。 


これ は 、 債 務 者 区 分 の 中 で も 、 正 常 先 及 び 要 注意 先 ( 要 管 理 先 を 含む ) に つい て 
は 、 過 去 の 実績 を 基礎 と し て 将来 の 見 通し を 反映 し た 予想 損失 率 を 用 いて 集合 的 
に 将来 の 損失 を 見 積もる こと を 基本 と し 、 破綻 懸 念 先 、 実 質 破 綻 先 、 破 綻 先 に つい 
て は 、 回 収 不能 見 込 額 を 見 積もる こと で 、 個別 の 債権 に つい て 適切 に 償却 ・ 引 当 を 
行う こと を 基本 と し た 枠組 み で あっ た 。 


し か し な が ら 、 金 融 検 査 マ ニュ アル が 長年 運用 され る 中 で 、 一 般 貸 倒 引 当 金 に 関 
し て 過去 の 貸 倒 実 績 を ベー ス と し た 定量 的 か つ 一 律 ・ 客 観 的 な 手法 で 見 積もる 実務 
が 金融 機関 に 定着 し 、 当局 の 検査 ・ 監 督 手法 も 相まって 、 過 去 の 実績 に 限ら れ な い 
幅広 い 情報 か ら 将来 を 見 通し て 引当 を 見 積もる 取組 み が 制 約 さ れ た と いう 指摘 も あ 
る 。 また 、 金 融 機関 に お いて 債務 者 の 実態 より も 形式 を 重視 する 債務 者 区 分 が な さ 
れる 傾向 が 生じ た 。 こ の 結果 、 金 融 機関 が 認識 し て いる 信用 リス ク を 引当 に 適切 に 
反映 する こと が 難し い 事 例 や 、 債 務 者 の 実態 か ら 季 離 し た 債務 者 区 分 を 行い 、 全 体 
と し て 適切 な 水準 の 引当 額 を 保つ と いう 和 遠 な 方 法 が 用 いら れる 事例 も 見 られ た 。 


また 、 当局 の 検査 ・ 監 督 に お いて も 、 個 別 の 債務 者 区 分 の 相違 を 指摘 する こと で 
金融 機関 に 引当 の 追加 計上 を 求め る こと に 力点 が 置か れ た 。 債務 超過 に 陥っ て お 
り 債務 者 区 分 を 破綻 懸念 先 と し て いる が 、 事 業 継続 は 可能 で ある と の 判断 の 下 、 積 
極 的 に 再生 支援 を 行っ て いる 場合 に 、 当局 検査 で 債務 者 区 分 の 相違 を 指摘 され 、 
結果 と し て 追加 融資 を 行う こと を 留保 し た 事例 が 見 られ 、 金 融 機関 の 円 滑 な 融資 行 
動 の 制約 に つなが っ た と の 指摘 も ある 。 


この よう な 長年 の 運用 に お いて 生じ た 問題 を 改善 し て いく た め に 、 金 融 機関 が 自 
ら の 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク を 引当 に 反映 し よう と する 取組 み に つ いて 検 
査 ・ 監 督 を 行う に 際 し て は 、 以下 の よう な 基本 的 な 視点 が 重要 と 考え られ る 。 





① 金融 機関 が 自ら の 経営 理念 を 出発 点 と し て 、 こ れ と 整合 的 な 形 で 経営 戦略 
や 各 方 針 を 策定 し 、 そ れ に 即 し た 形 で の 将来 を 見 通し た 信用 リス ク の 特定 ・ 
評価 や 、 自 己 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 へ の 反映 を 行い や すく し て いく 。 


② 融資 に つい て 、 担 保 ・ 保 証 か ら の 回 収 可 能 性 だ け で な く 、 将来 の キャ ッシュ フ 
ロー に 基づく 返済 可能 性 に も 着目 し て 金融 仲介 機能 を 発揮 し よう と する 金融 
機関 の 取組 み を 妨げ な い 。 











他方 、 よ り 良い 見 積 り に 向け た 取組 み を 検討 する 金融 機関 の 多く は 、 別 紙 記載 の 
債務 者 区 分 の 枠組 み を 出発 点 と する こと が 想定 され る 。 


これ を 踏ま え 、 本 文書 で は 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 表 に 基づい て 定着 し て いる 現 
状 の 実務 を 否定 せ ず 、 現 在 の 債務 者 区 分 を 出発 点 に 、 現行 の 会 計 基準 に 沿っ て 、 
金融 機関 が 自ら の 融資 方 針 や 債務 者 の 実態 等 を 踏ま え 、 認 識 し て いる 信用 リス ク 
を より 的 確 に 引当 に 反映 する た め の 見 積 り の 道筋 を ホ し て いる "。 


この よう な 見 積 り に 関す る 基本 的 な 考え 方 に つい て 、 一 般 貸 倒 引 当 金 及び 個別 
貸 倒 引 当 金 に 分 け て 以下 に 述べ る 。 


3 過去 に お いて は 、 健 全 性 に 課題 を 抱え て いる こと を 背景 に 、 貸 出先 の 信用 状態 を 意図 的 に 仮装 
し た 事例 (例え ば 、 返 済 可 能 性 が ある と 見 せる た め の 利 息 追 貸し 、 注 回 融資 、 循 環 取 引 を 用 いた 
売上 の 仮装 、 信用 力 の 無い グル ー プ 会 社 に よる 保証 等 ) 、 貸出 先 の 信用 状態 の 悪化 を 把握 で き て い 
な いか 、 把 握 し な が ら 放 置 し た 事例 (例え ば 、 延 滞 や 破綻 に 至る まで 見 直し を 行わ ず 正常 先 に 区 
分 し て いる 等 )、 座 意 的 に 引当 額 を 少な く 見 積もっ た 事例 (例え ば 、 貸 倒れ が 少な い 一 部 の 過去 実 
績 の み を 重視 ) 等 、 損 失 の 的 確 な 見 積 り と いう 観点 か ら 、 自 己 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 の 態勢 に 問題 の 
ある 事例 が 見 られ た 。 

当局 と し て は 、 当 然 な が ら 、 こ の よう に いわ ば ミニ マム スタ ンダ ー ド と し て の 態勢 に 問題 が 認 
め ら れる 金融 機関 に 対し て は 、 深 度 あ る 検証 を 行っ た 上 で 、 ガ バナ ンス ・ 内 部 管理 態勢 の 是正 を 
求め る 。 

併せ て 、 当 該 金融 機関 の 健全 性 を 適切 に 評価 する た め に 必要 と 認め られ る 場合 に は 、 改 め て 償 
却 ・ 引 当 の 適切 な 見 積 り を 求め る 。 

これ ら は 、 人 金融 仲介 機能 の 発揮 や 健全 性 の 適切 な 評価 の 基礎 と な る 事項 に つい て 一 定 の 信頼 性 
を 欠き 、 ミ ニ マ ム ス タ ン ダ ー ド と し て の 態勢 も 確保 され て いな いこ と を 根拠 と し て 行う も の で あ 
る 。 
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(1) 一 般 貸 倒 引 当 金 の 見 積 り に あたっ て の 基本 的 考え 方 


債務 者 区 分 の 中 で も 、 一 般 貸 倒 引 当 金 の 対象 と な っ て いる 正常 先 及 び 要 注 
意 先 ( 要 管 理 先 を 含む ) に つい て は 、 個 別 の 債務 者 の 将来 の 経営 状態 に 不 確 実 
性 が 伴う と ころ 、 統計 的 に 信用 リス ク を 分 析 す る こと で 、 融資 ポー ト フ ォ リ オ 全 体 と 
し て 将来 の 損失 に 関す る 見 積 り の 精度 が 高まる と 考え られ る 。 そ の た め 、 各 人 金融 
機関 の 経営 陣 の 適切 な 判断 に より 、 各 金融 機関 の ポー ト フ ォ リ オ の 特性 を 把 
握 ・ 分 析 し 、 他 の 債権 と 異な る 特異 な リス ク 特 性 を 有する 債権 群 を 別 グ ルー 
プ と し た 上 で 、 過去 実績 に 加え て 、 外部 や 内 部 の 環境 変化 な ど 足 元 や 将来 の 
情報 を 集合 的 に 引当 に 反映 する こと も 考え られ る 。 


その 際 、 金 融 機関 の 経営 陣 の 判断 は 、 合 理 的 に 可能 な 範囲 で 収集 され た 事 
実に 基づい て 行わ れる べき で は ある が 、 将 来 の 見 通し で ある 以上 、 最 終 的 に は 
金融 機関 に よっ て 幅 の ある 推計 と な り 得る 


その た め 、 当局 は 、 金 融 機 関 の 経営 陣 の 判断 が 、 各 金融 機関 の 経営 理念 ・ 戦 
略 な ど と 整合 的 で あり 、( 過 去 実績 に 加え て 、) 将来 見 通し に 係る 経営 陣 の 判断 
の プロ セス が 適切 か つ 合理 的 に な され て いる か どう か を 評価 する こと と な る 。 た 
だ し 、 有 要 管 理 先 の 内 の 大 口 与信 先 等 、 集 合 的 評価 で は 捉え られ な い 当 該 与 信 先 
の 固有 の 事情 が 金融 機関 の 経営 に 大 き な 影 響 を 与え うる よう な 場合 に は 、DCF 
法 に より 個別 に 引当 を 見 積もる こと に より 、 見 積 り の 精度 が 高まる と 考え られ る 。 


(2) 個別 貸 倒 引 当 金 の 見 積 り に あたっ て の 基本 的 考え 方 


債務 者 区 分 の 中 で も 、 個別 貸 倒 引 当 金 の 対象 と な っ て いる 破綻 懸念 先 、 実 質 
破綻 先 、 破 綻 先 に つい て は 、 個 別 の 債務 者 の 経営 状態 に 重大 な 問題 が 生じ て お 
り 、 個 々 の リス ク 特 性 が 異な る も の と 考え られ る こと か ら 、 個別 の 債権 の 返済 可 
能 性 を 的 確 に 把握 し た 上 で 、 個 別に 回 収 不能 見 込 額 を 見 積もり 、 適 時 に 償 
却 ・ 引 当 を 計上 する こと が 適切 で ある 。 


[参考 1 ] 金融 商品 会 計 基準 と の 関係 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ユ 


| 我が国 の 現行 の 金融 商品 会 計 基準 は 、 債 務 者 の 財政 状態 及び 経営 成績 等 に 
| 応じ て 、 債 権 を ① 一 般 債権 、② 貸 倒 懸 念 債権 、③ 破 産 更生 債権 等 に 区 分 し た 上 | 
| で 、 そ の 区 分 毎 に 貸 倒 引当 金 を 見 積もる こと と し て いる (「 金 融 商品 会 計 に 関す る | 
| 実務 指針 」 や 「 金 融 商 品 会 計 に 関す る Q &A」 が 、 定 義 や 見 積 方 法 に つい て の 詳細 | 


ニア フアン ンー アン テン ン ピ テ ラコ テ ニラ ラー ララ ニ ララ ラー ラテン ラ ラーン ご ミン ンー ラプ エ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ ニニ ニニ ニニ ニ ニニ ニニ ニニ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニー エー ここ ここ 


| を 定め て いる 。) 


この よう な 金融 商品 会 計 基準 の 枠組 み は 、 債 務 の 弁済 に 重大 な 問題 が 生じ る ! 
| 可能 性 が 高い か 否 か で 大 きく 取扱 い を 分 け 、 一 般 債権 を 集合 的 に 、 貸 倒 懸 念 債権 | 
| と 破産 更生 債権 等 を 個別 に 評価 する と し て いる 点 で 、 現 状 の 債務 者 区 分 と 引当 の | 
| 考え 方 の 基礎 と な っ た も の と 言え る 。 | 


ドラ ラー ラウラ ワー ラー ラウラ ウー ラペ ーッ ニョ ペー ニー ニョ ラロ ニー ララァ ニョ ーー ラウラ ウラ ラウ ララ ロー ウラ ウラ ウラ ラウ ラロ ーー ウラ ウー ラー ラウ ララ ララ ラー コー ラー ロニー ララ ラコ ニラ ウラ ラー ロー ララ ラロ ニー ウラ ロー コラ ウラ ウララ ララ ラウ ララ ラロ ーー ラー ラロ ニー ニー ラララ ララ ペー ウー ワラ ラウ ラウ ラウ ララ ウラ ウー ロー ラウ ラウ ララ ララ ウラ ウー コーロ ラッ ニコ ララ ワラ ペー コラー ニョ ニコ ーーー ララァ ラロ ニー ラウ ララ ウラ ララ ラッ ッッッ 


| 米国 に お ける 現行 の 会 計 基 準 下 に お ける 償却 ・ 引 当 の 実務 は 、 條 権 を 政 損 し て 
| いる 債権 (Impaired) と 昧 損し て いな い 債 権 (Non-Impaired) に 分 けた 上 で 、 肖 損 債 | 
| 権 に つい て は 個別 に 担保 等 に よる 回 収 見 込 額 を 考慮 し 、 早 期 に 償却 (charge-of) | 
を 行う の に 対し 、 非 茅 損 債権 に つい て は 過去 の 実績 の みな ら ず 、 足元 の 定性 的 な 
| 要因 を 勘案 し 、 経 営 陣 の 判断 を 踏ま えて 引当 額 を 決定 し て いる 。 | 


| 本 文書 の 基本 的 な 視点 は 、 貸 出 を 大 きく 二 種類 の 債権 に 分 類 し た 上 で 、 明 損 し | 
| て いな い 債 権 に つい て 、 過 去 の 実績 より も 広範 囲 の 情報 か ら 認識 され た 信用 リス | 
| ク を 経営 陣 の 判断 に より 引当 に 反映 する と し て いる 点 で 、 米 国 の 償却 ・ 引 当 の 枠 | 
| 組み と 類似 し て いる と 言え る 。 | 


2. 一 般 貸 倒 引 当 金 の 見 積 り に あたっ て の 視点 


(1) 基本 的 な 視点 


上 記 の と お り 、 将 来 の 貸倒れ の リス ク に 対応 する た め に は 、 各 金融 機関 
が 、 それぞれ の 経営 理念 ・ 戦 略 等 に 照ら し て 借り 手 の 状 態 や 事業 環境 の 把握 
を 行い 、 経営 陣 の 判断 に より 隠れ た リス ク を 評価 し 、 引当 に 反映 させ る と い 
う 取 組み を 進め や すく し て いく こと が 適切 と 考え られ る 。 


その た め 、 当 局 は 、 引 当 の 見 積 り の 適切 性 ・ 合 理性 に つい て 、 以 下 の よ 
うな 視点 か ら 評価 し て いく 。 


① 信用 リス ク に 関す る 情報 
上 記 「 ル . 3. 将来 を 見 据え た 信用 リス ク の 特定 ・ 評 価 の 重要 性 」 の 箇所 で も 
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触れ た よう に 、 当局 は 、 金 融 機関 が 、 過 去 の 貸 倒 実績 等 "や 個 社 の 定量 ・ 定 
性 情報 * に 限ら ず 、 個 社 に 帰属 し な い 足 元 の 情報 、 将 来 予 測 情報 等 、 幅 広い 
情報 か ら 信 用 リス ク を どの よう に 認識 し 、 対 応 を 検討 し て いる か を 評価 し て い 
く 。 


信用 リス ク に 関す る 情報 (以下 「 信 用 リス ク 情 報 」 と いう 。 ) は 、 下 記 図 の よう 
に 様々 な 情報 が 考え られ る が 、 ど の よう な 情報 を どの 程度 勘案 すべ きか は 、 
各 金 融 機関 の 融資 方 針 や 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 特性 等 に よっ て も 異な る と 考 
えら れる 。 

当局 と し て は 、 金 融 機 関 が 、 幅 広い 情報 か ら 認識 し た 信用 リス ク を 自己 資本 
の 十分 性 の 検証 や 融資 方 針 の 検討 等 に どの よう に 用 いて いる か に つい て 対 
話し 、 さ ら に 、 そ の 経営 陣 の 判断 に より 、 引 当 に 反映 させ て いる 場合 に は 、 後 
述 の と お り 、 そ の 判断 プロ セス の 妥当 性 を 検証 し て いく 。 な お 、 引当 に 反映 す 
る 信用 リス ク 情 報 は 、 合 理 的 で 裏付け 可能 で ある こと を 要 し 、 過 大 な コス ト や 
労力 を 掛け ず に 利用 可能 で ある 限り 、 信 用 リス ク の 増大 に つなが る 情報 と 減 
少 に つなが る 情報 を 偏り な く 考慮 する 必要 が ある と 考え られ る 。 


[信用 リス ク に 関す る 情報 の 例 ] 
! 融資 方 針 ・ 基 準 の 変化 、 ポ ー ト  : 
! フォ リオ の 質 ・ 量 の 変化 、 与 信 集 
| 中 に よる 影響 、 特 定 の 地域 ・ 産 業 
| の 状況 の 変化 、 経 済 ・ ビ ジネス 情 
! 勢 の 変化 、 そ の 他 外 的 要因 等 






個 社 の 実態 BS、PL、 
支払 状況 、 条 件 変更 等 










足元 の 情報 


将来 の 情報 
| | 
! 特定 の 地域 ・ 産 業 に 関 ! 
! する 将来 の 予測 



















0 の | ( 例 : 不 動産 ・ 原 油 価格 

: 事業 の 将来 性 、 代 表 者 の ! | の 推移 ) : 
等 | | マク ロ 経 済 指標 の 予測 : 

ee 8 | ( 例 :GDP の 予測 ) 





| 貸 倒 実績 、 倒 産 件 数 ・ 
| 倒産 時 回 収 実績 等 
































* 過去 の 情報 に 関し て は 、 損 失 見 込 期間 に 関す る いわ ゆる 1 一 3 年 ルー ル (別紙 参照 ) が 実務 上 
定着 し て お り 、 当局 が 当該 実務 を 否定 する も の で は な い 。 各 人 金融 機関 に お いて 、 自 ら の 融資 方 針 、 
融資 ポー ト フ ォ リ オ の リス ク 特 性 等 を 踏ま え 、 特 定 の 与信 先 グ ルー プ に つい て 平均 残存 期間 を 採 
用 する こと も 考え られ る 。 な お 、 融 資 ポ ー ト フォ リオ の 中 で 、 異 な る 損失 見 込 期 間 を 採用 する 場 
合 に は 、 そ の 理由 の 説明 が 求め られ る 。 

? 個 社 の 内 部 格付 や 債務 者 区 分 の 判断 過程 で 、 当 該 個 社 に 関連 する 足元 や 将来 の 情報 を 勘案 し て 
いる 事例 も ある 。 
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く BOX2> 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 と 経営 上 重要 な 情報 


金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に よっ て 、 融資 業務 に 伴っ て 得 ら れる 信用 リス ク 情 報 
の 範囲 が 異な る こと や 、 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク を 評価 する 際 に 鍵 と な 
る 情報 が 異な る こと が 考え られ る 。 


例え ば 、 融 資 審 査 、 期 中 管理 、 再 生 支 援 等 に お いて 、 顧 客 と の 関係 性 に より 
得 ら れる 個 社 の 定性 情報 を 重視 し 、 特 定 地域 に 根ざし た 融資 に 取り 組む 金融 機 
関 で は 、 信 用 リス ク の 特定 ・ 評 価 や 引当 の 見 積 り に あたっ て も 、 同様 の 情報 を 勘 
案 す る こと が 重要 と な る こと が 多い と 思わ れる 。 また 、 特 定 の 顧客 に 帰属 し な い 
足元 や 将来 の 情報 を 加味 する 際 に も 、 特 定 地域 の 産業 構造 の 変化 や 、 特 定 地 
域 の 賃貸 不動 産 の 入居 率 や 賃料 水準 の 変化 等 、 特 定 地 域 ・ 業 種 の 貸出 先 に 影 
響 を 与え 得る 情報 を 勘案 する こと で 、 きめ 細か く 信 用 リス ク を 評価 する こと が で 
きる 。 


他方 、 顧 客 と の 関係 構築 に か か る コス ト を 抑え て 、 財務 情報 や 口座 情報 等 の 
定量 的 な 情報 を 重視 し て 融資 審査 を 行い 、 国 内 外 の 広範 囲 で 融資 を 行っ て いる 
金融 機関 で は 、 得 られ る 個 社 の 定性 情報 も 限定 的 で あり 、 定 量 的 な 情報 を 中 心 
に 信用 リス ク の 評価 や 引当 の 見 積 り を 行う こと が 考え られ る 。 また 、 特 定 の 顧客 
に 帰属 し な い 足 元 や 将来 の 情報 を 加味 する 際 に も 、 前 者 の よう な 特定 地域 に 根 
ざし た 融資 に 取り 組む 金融 機関 に 比べ 、 得 られ る 特定 業種 や 特定 地域 の 情報 
の 入手 も 限定 的 で あり 、 多 業種 間 に ま た が る 企業 グル ー プ を 形成 し て いる 顧客 
へ の 貸出 が 多い た め に 、 GDP 成長 率 、 金 利 、 為 替 、 失 業 率 等 、 あ る 程度 マク ロ 
な 情報 が 信用 リス ク の 評価 に 馴染 むこ と も 考え られ る 。 





② 見 積 り プロ セス の 公正 性 (ガバ ナン ス 等 ) 


足元 の 情報 や 将来 予測 情報 を 勘案 し た 引当 の 見 積 り は 、 見積り の 不 確 実 性 
と 経営 陣 の 判断 を 伴う た め 、 適 切な ガバ ナン ス と 内 部 統制 に より 、 当該 見 積 
り プ ロ セ ス の 公正 性 を 担保 する 必要 が ある 。 


上 記 ① の 信用 リス ク 情 報 の 反映 は 、 あ くま で 将来 の 損失 を より 的 確 に 見 積 も 
る こと を 目的 と する も の で あり 、 引 当 額 を 次 意 的 に 調整 する こと が 許容 され る 
も の で は な い 。 例え ば 、 金 融 機関 の 経営 者 と し て は 、 利 益 水準 が 下がる 不況 
期 に お いて は 、 信 用 リス ク の 実態 に 反し て 、 引 当 金 繰 入 額 が 減る か 、 ま た は 
引当 金 戻 入 額 が 増え る よう な 見 積 り を 行う 次 意 性 が 働き か ね な い が 、 こ の よ 
うな 見 積 り は 、 適 正 な 財務 報告 の 観点 か ら も 許容 され る も の で は な く 、 検査 ・ 
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監督 に お いて も 許容 され る も の で は な い 。 


その た め 、 取 締 役 会 、 監査 役 (会 )、 監 査 等 委員 会 、 監査 委員 会 等 (協同 組 
織 金 融 機 関 に お いて は 理事 会 、 監 事 (会 ) 等 ) を 中 心 に 、 経 営 陣 に 対す る 牽 
制 機能 が 働く 適切 な ガバ ナン ス 態 勢 を 構築 し 、 利益 調整 等 、 應 意 的 な 目的 で 
の 一 方 向 の 議論 で は な く 、 的確 な 見 積 り に 向け た 十分 な 議論 を 行っ て いる か 
どう か を 検証 し て いく 。 


(参考 ) 


米国 で は 、 引 当 の 見 積 り の 公正 性 を 確保 する た め 、 当該 分 野 に 関し て 
専門 的 な 知見 を 有する 社外 取締 役 が 過半 数 を 占め る リス ク 委 員 会 を 設 
置 し 、 引 当 の 見 積 プ ロ セ ス や 見 積 結果 の 承認 を 行う 仕組 み が 導 入 さ れ 
て いる 。 


また 、 適 切な 経営 陣 の 判断 が 行わ れる 前 提 と し て 、 以下 の よう な 点 を 含め 、 
経営 陣 に 偏り の な い 適切 な 情報 が 提供 され る 態勢 が 整備 され て いる か どう 
か を 検証 し て いく 。 例え ば 、 重 要 な 信用 リス ク 情 報 が 収集 され な い 、 一 部 の 
情報 の み が 應 意 的 に 収集 され な い 、 一 方 向 の 分 析 の み が な され る 等 に より 、 
経営 陣 に 適切 な 情報 が 提供 され な い 場 合 に は 、 適 切な 経営 陣 の 判断 の 前 
提 を 欠く こと に な る 。 


融資 方 針 に 照ら し て どの よう な リス ク が 想定 され る か 、 ど の よう な 信用 リ 
スク 情報 を 収集 すべ きか と いっ た 観点 か ら 引当 の 見 積 り に 関す る 方 針 が 
整備 され て いる こと 


リス ク の 発生 源 で ある 事業 部 門 ( そ の 他 、 調 査 部 門 や 経営 企画 部 門 な ど 
信用 リス ク 情 報 を 収集 ・ 保 有する 部 門 を 含む ) に お いて 顧客 情報 や 外部 
環境 に 関す る 情報 が 偽り や 不足 な く 収 集 ・ 評 価 さ れ 、 リ スク 管理 部 門 へ 
共有 され て いる こと 


リス ク 管 理 部 門 に お いて 、 上 記 方 針 ・ 内 部 規程 に 従っ て 信用 リス ク 情 報 
が 収集 ・ 評 価 さ れ 、 多 角 的 な 視点 か ら 引 当 の 見 積 り に 関す る 議論 が な さ 
れ 、 こ れ ら の 結果 が 経営 陣 に 報告 され て いる こと 


内 部 監査 部 門 に お いて 、 当該 金融 機関 の ビジ ネス モデ ル に 基づく リス 
ク ・ ア セス メン ト が 実施 され 、 事 業 部 門 の 情報 収集 ・ 評 価 プ ロ セ ス や リス 
ク 管理 部 門 の 引当 の 見 積 り プロ セス 等 に 関す る モニ タリ ング を 通じ て 、 
経営 理念 ・ 戦 略 が 組織 の 未 端 まで 浸透 し て いる か 、 実 効 的 な 内 部 管理 
態勢 が 構築 され て いる か に つい て 評価 ・ 検 証 が な され 、 問題 が 認め られ 
た 場合 に 改善 提案 が 行わ れ て いる こと 
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③ 内 外 の 検証 可能 性 
と 事実 に 基づく 経営 陣 の 判断 


将来 見 通し に か か る 経営 陣 の 判断 は 、 内 部 監査 部 門 、 社 外 役員 等 、 会 計 
監査 人 、 当 局 等 に よる 適切 性 ・ 合 理性 の 検証 が 可能 で ある 必要 が ある 。 


その た め 、 当局 は 、 引 当 の 見 積 り に あたっ て 、 経 営 陣 の 判断 の 基礎 と な る 
事実 と 当該 事実 か ら 見 積 結果 に 至る 考え 方 の 確認 を 通じ て 経営 陣 の 判 
断 の 適切 性 ・ 合 理性 を 検証 する 。 


事実 に つい て は 、 基 本 的 に 金融 機関 が 自ら 保有 し て いる も の を 用 いる こと 
が 考え られ る が 、 必 要 に 応じ て 、 外部 の 共通 デー タベース (CRITS"、 SDB7? 
等 ) の 情報 を 利用 する こと も 考え られ る 。 


な お 、 信 用 リス ク 情 報 か ら 引当 の 見 積 り を 行う に 際 し て モデ ル を 構築 し て 
用 いる こと も 考え られ る が 、 モ デル の 構築 自体 が 重要 で は な く 、 あく まで 経 
営 陣 の 判断 の 過程 の 検証 可能 性 を 担保 する た め の 一 つの 手段 に すぎ な 
い 。 


将来 的 に は AI 等 を 含め た IT 技術 を 引当 の 見 積 り に 活用 する こと も 考え ら 
れる も の の 、 そ の 活用 に 際 し て は 、 導 入 プ ロ セ ス の 見 える 化 等 、 見 積 り の 
過程 の 検証 可能 性 を 確保 する こと が 必要 で ある 。 


また 、 デ ー タ や モデ ル の 精度 は 、 あ くま で も 上 記 関 係 者 が 判断 を 行う た め 
に 必要 な 水準 で あれ ば 足り 、 そ の 作業 自体 が 自己 目的 化し 、 必 要 以 上 に 
精 級 化 する こと は 本 来 の 趣旨 に 反する 。 


と 適切 な 文書 化 (経営 陣 の 判断 プロ セス の 「 見 える 化 」) 


引当 の 見 積 り に 際 し て は 、 各 金融 機関 の 融資 方 針 や 融資 ポー ト フ ォ リ オ 
の 特性 等 に 照ら し て 適切 な 見 積 方 法 が それ ぞ れ 異な る と 考え られ る 。 そ 
の た め 、 当局 は 、 金 融 機関 が 、 引 当 の 見 積 り に あたっ て 、 検 証 可 能 性 を 担 
保 す る た め 、 以 下 の よ うな 文書 を 含め 、 経 営 陣 の 判断 プロ セス が 見 える よ 
う 適切 に 文書 化 を 行っ て いる か どう か を 確認 する 。 





6 地方 銀行 業界 の 信用 リス ク 情 報 統合 サー ビス (財務 ・ 信 用 情報 デー タベース 、 ス コア リン グモ 
デル 、 ポ ー ト フォ リオ 分 析 の 機能 か ら 構 成 ) 
7 信用 金庫 業界 の 中 小 企業 信用 リス ク デ ー タ ベー ス 
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(文書 化 の 例 ) 
当該 金融 機関 が 採用 し た 引当 の 方 針 や 見 積 方 法 
融資 に 関連 する 内 部 統制 の 枠組 み 


引当 額 の 見 積 り の 過程 (見 積 り の 基礎 と な っ た 事実 や その 収集 過程 、 
適切 な 見 積 手法 の 検討 過程 、 経 営 陣 が 使用 し た 仮定 や その 合理 性 
の 検討 過程 、 代 替 的 な 仮定 又は 結果 の 検討 過程 、 経 営 陣 の 議論 の 
内 容 等 を 含む 。 ) 


④ 財務 諸表 利用 者 に と っ て の 比較 可能 性 


引当 の 目的 が 、 将 来 の 損失 を より 的 確 に 見 積もる と いう 点 に ある こと か ら す 
れ ば 、 融資 ポ ー ト フォ リオ の 信用 リス ク の 実態 を より 的 確 に 表現 する こと を 目 
指す 本 文書 の 方 向 性 は 、 当局 が 金融 機関 の 健全 性 を 評価 する 際 の 視点 と し 
て 有用 で ある だ け で な く 、 財 務 諸 表 利 用 者 の 意思 決定 に も 有用 な も の と な り 、 
その 意味 で 財務 諸表 の 比較 可能 性 を 向上 させ る と 考え られ る 。 


他方 、 本 文書 の 方 向 性 に 照ら せ ば 、 引 当 の 見 積 方 法 が 、 各 金融 機関 に よっ 
て 異な る こと が 想定 され る と ころ 、 財 務 情 報 の 利用 者 が 見 積 方 法 を 理解 する 
こと で 財務 諸表 (引当 額 ) を 比較 する こと を 可能 と する た め 、 個別 債務 者 に 関 
する 憶測 を 招く よう な 可能 性 に 留意 し つつ 、 引 当 の 計上 基準 に 係る 注記 の 記 
載 を 充実 させ る 等 に より 、 引 当方 針 や 引当 の 見 積 方 法 の 開示 を 充実 させ る 
こと も 重要 で ある 。 


(2) 集合 的 に 見 積もる こと が 適切 な 債権 に つい て の 考え 方 


金融 機関 の 個々 の 債権 は 膨大 な 数 に な る 上 、 好 調 な 貸出 先 で あっ て も 常 
に 業況 が 悪化 する 等 の 不 確 実 性 が 伴う た め 、 統 計 的 な 手法 を 用 いる こと で 全 
体 と し て 見 積 り の 精度 が 高まる と 考え られ る 。 その た め 、 引当 の 見 積 り に 関 
し て は 、 原 則 と し て 集合 的 な 見 積 り を 行う こと が 合理 的 で ある と 考え られ る 。 
また 、 下記 (3) の と お り 、 足 元 や 将来 の 情報 を 引当 に 反映 し よう と する 場合 に 
は 、 個別 に 見 積 り を 行う より も 、 他 の 債権 と 異な る 特異 な リス ク 特 性 を 有 す 
る 債権 群 に つい て は 、 別 グ ルー プ と し た 上 で 、 集合 的 に 引当 額 を 見 積もる 方 
法 が 適当 で ある と 考え られ る 。 

グル ー ビ ピン グ は 、 各 金融 機関 の 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 重要 な 信用 リス ク 
情報 を 引当 に 反映 し 易く する こと が 目的 で ある た め 、 そ の 方 法 は 一 律 に 定 ま 
る も の で は な く 、 各 金融 機関 に お いて 、 当該 目的 に 照ら し て 適切 な 方 法 を 採 
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用 すべ きも の で あり 、 重 要 で は な い 信 用 リス ク 情 報 を 引当 に 反映 する た め に 
過度 に グル ー プ を 細分 化す る こと は 適切 で は な い 。 


な お 、 個 別 の 金融 機関 で は 、 当 該 グ ルー プ に 含ま れる 貸出 数 が 少な く な 
り 、 統計 的 な 見 積 り を 行う た め の デ ー タ 数 が 不足 する 場合 に は 、 外部 デー タ 
の 活用 等 を 関係 者 間 で 検討 する こと も あり 得る も の と 考え る 。 


る 現状 の 実務 を 出発 点 と し た グル ー ビ ピン グ の 例 タ 


既存 の 債務 者 区 分 と 全く 異な る 新た な 債務 者 の グル ー プ を 作る より は 、 
現状 の 実務 を 出発 点 と し た グル ー ビ ピン グ を 行う こと が 多い の で は な いか と 
考え られ る 。 そ の 場合 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 例 が 考え られ る 。 


と 債務 者 区 分 の 中 で の グル ー ビ ピン グ (業種 、 地 域 、 資 金 使途 、 貸 出 商品 、 
メイ ン 先 ・ 非 メイ ン 先 、 与 信 額 、 内 部 格付 等 ) 


> 債務 者 区 分 を 横断 する グル ー ピ ング (景気 変動 等 の 影響 を 受け て 債務 者 
区 分 が 変動 し や すい 貸出 先 を 切り 出し て 別 グ ルー プ で 評価 ) 


(3) 個 社 に 帰属 し な い 足 元 や 将来 の 情報 の 引当 へ の 反映 の 例 


上 記 (1)① で 述べ た よう に 、 信 用 リス ク 情 報 に は 、 個 社 の 財務 諸表 に 反映 され 
て いな いも の の 、 将 来 的 に は 個 社 に 影響 を 及ぼ すこ と が 見 込ま れる 足元 の 情報 
や 将来 予測 情報 も 含ま れる 。 過去 の 貸 倒 実 績 等 の 対象 と な っ た 期間 と 比べ て 、 
現在 に お いて 状況 が 大 きく 変化 し て いる 場合 又は 将来 の 変化 が 合理 的 に 予想 さ 
れる 場合 に は 、 過 去 の 貸 倒 実績 を 基礎 と し て 、 足 元 や 将来 の 情報 を 引当 に 反映 
する こと で 、 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク を より 的 確 に 引当 に 反映 で きる と 考 
えら れる 。 

他方 で 、 足 元 の 情報 や 将来 予測 情報 を 勘案 し て も 重要 な 見 通し の 違い が 生じ 
な い 場 合 に は 、 単 純 な 過去 実績 率 等 に 基づい て 引当 を 見 積もる こと も あり 得る 。 

以下 で は 、 現 状 で 考え られ る 情報 の 類型 毎 に 、 引 当 へ の 反映 に 当たっ て の 考 
え 方 の 例 を 挙げ る 。 な お 、 以下 は あく まで も 例 で あり 、 形 式 的 ・ 表 面 的 に 各 調整 例 
に よる 引当 を 行う よう 求め る も の で は な く 、 自主 的 な 取組 み を 行う 金融 機関 に お 
いて 、 自 ら の 個性 ・ 特 性 に 応じ て 、 以下 の 例 に 限ら ず 信用 リス ク に 応じ た 見 積 り を 
行う こと を 想定 し て いる 。 
① 内 部 環境 の 変化 

近 時 で は 、 目 まぐ る し く < 変化 する 経営 環境 に 適応 する た め 、 各 金融 機関 が 、 
23 


融資 方 針 、 融 資 審 査 態勢 、 期 中 管理 態勢 、 再 生 支 援 態勢 等 を 見 直す ケー ス 
が ある 。 こ の よう な 内 部 環境 の 変化 が 生じ た 場合 、 過 去 の 情報 だ け で は 、 特 
定 グ ルー プ の 信用 リス ク を 引当 に 適切 に 反映 で き な い こと が あり 得る 。 


その 場合 に は 、 過去 の 情報 か ら 見 積 も ら れ た 確率 を ペー ス に 必要 な 修正 
を 行う こと で 、 足元 の 内 部 環境 の 変化 に よる リス ク の 変化 を 引当 に 反映 
する こと が 考え られ る 。 


この よう な 見 積 り は 、 上 記 の 基本 的 な 視点 に 基づい て 、 各 金融 機関 の 適 
切 か つ 合 理 的 な 経営 陣 の 判断 に よっ て 行わ れる も の で あり 、 特定 の 方 法 
に 限ら れる わけ で は な い が 、 例 えば 貸 倒 実 績 率 法 を 採用 し て いる 金融 機 
関 に お いて は 以下 の よう な 調整 が 考え られ る 。 


調整 例 タ 


新た に ミド ルリ スク 先 融 資 を 推進 する 方 針 を 採用 し た 場合 や 、 支 店 長 権限 
を 拡大 する 等 に より 融資 審査 を 迅速 化し た 場合 に は 、 当該 貸出 先 を 切り 出 
し て グル ー ビ ピン グ し 、 調 整 の 要 否 を 検討 する こと が 考え られ る 。 


その 際 、 例 えば 、 正 常 先 下 位 に つい て 、 正 常 先 全 体 の 貸 倒 実 績 率 で は な く 、 
当該 下位 格付 の 貸 倒 実績 率 を 算出 し て 債権 残高 に 乗じ る 等 、 当該 グル ー 
プ の 実態 に 即 し た 引当 率 を 採用 する こと が 考え られ る 。 


また 、 当該 ミド ルリ スク 先 融 資 を 別 類 型 の 融資 商品 を 用 いて 行う こと も あり 
得る が 、 例 えば 、 既存 の 融資 に 比べ て 超 長 期 の 約定 弁済 期間 を 設定 し た 
証書 貸付 や 、 具 体 的 な 返済 財源 が 予定 され て いな い 期 日 一 括 返 済 型 の 長 
期 融資 等 、 相 対 的 に リス ク が 高い と 考え られ る 融資 商品 を グル ー ビ ピン グ し 
た 場合 に は 、 リ スク 特性 が 類似 する 貸出 先 の 引当 率 を 採用 する こと も 考え 
られ る (リス ク 特 性 が 類似 する こと か ら 、 貸 出先 の 引当 率 と し て 要 管 理 先 の 
引当 率 を 適用 し た 事例 も 存在 する 。 また 、 外 部 の 共通 デー タベース (CRITS、 
SDB 等 ) を 利用 する こと が で きる 場合 に は 、 類 似 の 事例 の デー タ を 入手 し て 
参考 に する と いっ た こと も 考え られ る 。 ) 。 
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現状 の 実務 に お ける 取組 事例 (創業 資金 融資 ・ ミ ドル リス ク 先 融資 ) 








新た に 取り 組む 創業 資金 融資 先 や 改善 支援 先 ( ミ ドル リス ク 先 ) に 対す る 新た な 貸出 を 、 別 途 他 の 貸出 と 区 
分 し た 上 で 、 当面 は 貸出 当初 か ら 要 管 理 先 と 同じ 引当 率 を 適用 し 、 倒 産 実 績 等 の デー タ が 蓄積 し た と ころ で 、 
当該 実績 に 基づく 引当 率 に 代替 (信金 ) 








考え られ る マソ 地域 の 創業 支援 ニー ズ に 応え る た め に 、 新 た に 創業 資金 融資 に 取り 組ん で いる 

融資 行動 と ツ 財務 諸表 上 信用 状態 が や や 悪化 し て いる 先 で あっ て も 、 事 業 を 見 て 改善 が 見 込ま 
リス ク の れる 先 に 対し 、 本 業 支援 と セッ ト で 資本 類似 の 長期 ロー ン に 取り 組ん で いる 

分 析 方 法 マソ 従来 の 融資 商品 ・ 顧 客層 と は 異な る リス ク を 適切 に 把握 








1 ソン 新た に 取り 組む 融資 で ある た め 過 去 の 貸 倒 実 績 が な いも の の 、 相 対 的 に リス ク が 
引当 へ の 反映 高い 分 野 に 取り 組む た め 、 グ ルー ピン グ し て 当該 リス ク に 応じ た 引当 を 計上 し て いる 











新た に 地元 か ら 離れ た 地域 で の 融資 を 推進 する 方 針 を 採用 し た 場合 に は 、 
当該 貸出 先 を 切り 出し て グル ー ビ ピン グ し 、 調 整 の 要 否 を 検討 する こと が 考 
えら れる 。 

も っ と も 、 こ の よう な 融資 方 針 の 変更 の 場合 、 地 元 で の 関係 性 が 深い 貸出 
先 に 比べ て 信用 リス ク 情 報 が 不足 し 、 同じ 内 部 格付 の 貸出 先 で も 突発 破綻 
等 に よる 貸倒れ の 増加 に つなが る ケー ス も あれ ば 、 地 元 外 で は 高 格付 の 
貸出 先 に 絞っ て 融資 を 行う こと に より 、 有 意 に 貸倒れ の 増加 に つなが ら な 
い ケ ー ス も ある た め 、 グ ルー ピン グ に よる 調整 が 適切 か どう か 、 調整 を 行う 
と し て どの 程度 の 調整 が 適切 か に つい て は 、 信用 リス ク の 実態 に 照ら し て 
検討 する 必要 が ある 。 


調整 を 行う 場合 、 金融 機関 が 保有 し て いる 情報 に よっ て 様々 な 方 法 が 考え 
られ る が 、 例 えば 、 過 去 に 別 地域 に 進出 し た 際 の 貸 倒 実績 を 参考 に する こ 
と や 、 地 元 外 グ ルー プ と 地元 グル ー プ と の 直近 の 倒産 件 数 の 比較 結果 を 
参考 に する こと 等 が 考え られ る 。 また 、 外 部 の 共通 デー タベース (CRITS、 
SDB 等 ) を 利用 する こと が で きる 場合 に は 、 類 似 の 事例 の デー タ を 入手 し て 
参考 に する と いっ た こと も 考え られ る 。 
新た に 再生 支援 態勢 を 強化 し て 、 要 注意 先 の うち 一 定 の グル ー プ の 貸出 
先 を 支援 対象 と し た 場合 に 、 他 の 貸出 先 よ り も 当該 対象 先 の 経営 改善 が 
進み や すく な っ た ケー ス で は 、 当 該 貸出 先 を 切り 出し て グル ー ビ ピン グ し 、 調 
整 の 要 否 を 検討 する こと が 考え られ る 。 
その 際 、 例 えば 、 一 定期 間 で の 当該 グル ー プ と 他 の 貸出 の 上 方 遷移 率 、 下 
方 遷移 率 を 比較 する 等 の 方 法 に より 、 当該 支援 態勢 の 実効 性 を 評価 し 、 そ 
の 実効 性 の 程度 に 応じ て 、 引 当 率 を 調整 する こと が 考え られ る 。 
な お 、 当該 支援 対象 先 の グル ー プ に お ける 過去 の 貸 倒 実績 等 の 情報 が 十 
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分 に 蓄積 され た こと に より 、 他 の 貸出 と 切り 離し て 合理 的 に 当該 グル ー プ 
の 信用 リス ク を 評価 する こと が で きる に 至っ た 場合 に は 、 当該 貸 倒 実績 率 
に よる こと も 合理 的 で ある 。 


② 外部 環境 の 変化 


過去 の 景気 サイ クル の 中 で は 、 特 に 既に 景気 が 悪化 し て いる か 、 悪 化 が 見 
込ま れる 局面 に お いて 、 過 去 の 貸 倒 実 績 等 に より 、 信 用 リス ク を 評価 する だ 
け で は 、 将来 の 損失 を 適切 に 見 込む こと が で き な い こと が あっ た 。 


その 場合 に は 、 過去 の 情報 か ら 見 積 も ら れ た 確率 を ペー ス に 必要 な 修正 
を 行う こと で 、 足 元 の 外部 環境 の 変化 や 、 損 失 見 込 期 間 に わ た っ て 見 込 
まれ る 将来 の 外部 環境 の 変化 に よる 影響 を 評価 し 、 引 当 に 反映 する こと 
が 考え られ る 。 


外部 環境 の 変化 を 示す 指標 に は 、 相 対 的 に ミク ロ な も の ( 例 : 特 定 地域 の 賃 
貸 不 動産 の 空 室 率 や 賃料 水準 、 船 舶 種別 用 船 料 、 魚 種別 漁獲 量 等 ) と マク 
ロ な も の (GDP 成長 率 、 金 利 、 為 替 、 失 業 率 、 住 宅 価格 指 数 等 ) が 考え られ る 
と ころ 、 指 標 の 採用 や 組み 合わ せ に 関し て は 、 将来 の 損失 を 的 確 に 見 積もる 
と いう 目的 に 照ら し て 、 各 金融 機関 の 融資 方 針 や 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 特性 
等 を 考慮 し つつ 検討 する こと が 重要 で ある 。 


また 、 ど の 時 点 の 情報 を た 用 いる か と いう 問題 に 関し て は 、 既に 判明 し て いる 
足元 の 情報 を 適切 に 引当 に 反映 させ る こと が まず は 重要 で ある と 考え られ る 。 
これ に 対し 、 さ ら に 進ん で 将来 の 指標 の 変動 を 予測 し た 上 で 引当 に 反映 する 
こと も 考え られ る 。 た だ し 、 足元 の 情報 と 異な り 、 将来 の 情報 は 予測 を 伴う た 
め 、 こ の よう な 予測 を 引当 に 反映 させ る に 際 し て は 、 予 測 が 合理 的 な 根拠 に 
裏付け られ て いる こと を 要する (その 際 に も 、 過 大 な コス ト や 労力 を 掛け ず に 
利用 可能 な 情報 を 偏り な く 考 慮 する 必要 が ある と 考え られ る ) 。 


調整 例 タ 


経営 改善 支援 先 に 対し て は 条件 変更 も 含め て 長期 的 な 関係 を 維持 する 方 
針 の 金融 機関 が 地元 の 重要 な 産業 で ある 一 定 の 漁業 者 の 経営 を 継続 的 
に 支援 し て いる ケー ス に お いて 、 足 元 の 兆候 や 過去 の 統計 等 か ら 貸出 の 
損失 見 込 期間 内 に 当該 魚 種 の 不 漁 が 合理 的 に 見 込ま れる 場合 に は 、 当該 
セグ メン ト を 切り 出し て グル ー ビ ン グ し 、 当該 不 漁 に よる 損益 へ の 影響 を 見 
込ん で 引当 率 を 算出 する こと が 考え られ る 。 
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具体 的 に は 、 直 近 期 間 の 平均 に よる 貸 倒 実績 率 に 代え て 過去 に 同種 の 不 
漁 の 影響 が 貸倒れ に 表れ た 時 期 を 含む 期間 の 貸 倒 実績 率 を 採用 する こと 
が 考え られ る 。 


- 特定 地域 の 不動 産 賃 貸 業 に 注力 する 方 針 の 金融 機関 に お いて 、 当該 セグ 
メン ト が 景気 変動 の 影響 を 受け や すい 場合 に は 、 当該 セグ メン ト を 切り 出し 
て グル ー ビ ピン グ し 、 過 去 の 貸 倒 実績 率 を ベー ス に 、 足 元 や 将来 の 外部 環境 
の 変化 に よる 影響 を 見 込ん で 引当 率 を 調整 する こと が 考え られ る 。 


調整 の 方 法 に は 様々 な 方 法 が 考え られ る が 、 例 えば 、 当該 セグ メン ト の 貸 
倒れ の トレ ンド と 高い 相関 が 認め られ る 指標 (当該 地域 の 同種 不動 産 の 空 
室 率 の 推移 、 賃 料 水準 等 ) を 特定 し た 上 で 、 そ の 足元 の 指標 の 推移 等 に 基 
づい て 、 引 当 率 を 調整 する こと が 考え られ る 。 


現状 の 実務 に お ける 取組 事例 ( 外 航 船 貸 渡 業 ) 


外 航船 貸 渡 業 に つい て 、 今後 数 年 間 で 予想 され る 収支 マイ ナス 額 を 現在 保有 し て いる 現 預 金 で 賭 え な いと 
判断 され 、 か つ 、 貸 出 条件 変更 を 申し 出る 可能 性 が 高い と 判断 され た 場合 、 要 注 意 先 で あっ て も 要 管 理 先 と 
同等 の 引当 金 を 計上 (銀行 ) 














考え られ る ソン 特定 の 産業 に 対す る 融資 を 推進 し て いる が 、 他 方 、 当 該 業種 の 担保 の 価格 変動 が 
6 大 きく 、 担 保 不足 と な る お それ が ある た め 、 担 保 処分 で は な く 主 に キャ ッシュ ・ フ ロー 
融資 行動 と か ら 回 収 する 方 針 

リス ク の ン その た め 、 備 船 料 の 変動 等 に よる 顧客 の 事業 の 将来 キャ ッシュ ・ フ ロー の 変動 を 早 
分 析 方 法 め に 把握 し 、 リ スク を 適切 に 管理 








ツ 金融 機関 の 貸出 ボート フォ リオ に 占め る 割合 が 相対 的 に 高く 、 か つ 景 気 変動 に よる 
引当 へ の 反映 将来 キャ ッシュ ・ フ ロー へ の 影響 が 大 きい 産業 に つい て フォ ワー ドル ッ キ ング に 将来 
キャ ッシュ ・ フ ロー の 変動 に に る リス ク を 把握 し 、 引 当 に 反映 し て いる 











③ 貸出 先 の 信用 状態 に 大 き な 影 響 を 与え 得る 出来 事 


貸出 先 の 信用 状態 に 大 き な 影響 を 与え 得る 突発 的 な 出来 事 ( イ ベン ト ) を 適 
時 に 把握 し 、 対 応 を 検討 する こと は 、 融 資 業務 全般 に お いて 重要 で ある 。 


イベ ント と し て 捉え 得る も の と し て は 様々 な も の が 考え られ る が 、 典 型 的 な 例 
を 挙げ れ ば 、 大 規模 な 災害 の 発生 、 技 術 革 新 等 に よる 特定 産業 の 構造 変化 、 
特定 業種 の 経営 に 重大 な 影響 を 与え る 規制 の 導入 、 特 定 地域 の 事業 者 の 
売上 に 重大 な 影響 を 与え る 競合 他社 の 参入 等 が 考え られ る 。 

引当 と の 関係 で も 、 イベ ント が 個々 の 貸出 先 の 信用 状態 に 与え る 影響 が 明 
確 に な っ て いる 段階 で は 、 内 部 格付 や 債務 者 区 分 を 通じ て 信用 リス ク を 引当 
に 反映 する こと が 可能 に な る と 考え られ る 。 他方 で 、 イ ベン ト に よる 影響 が 
個々 の 貸出 先 の 財務 諸表 に 現れ る まで に は 、 一 定期 間 を 要する こと が 多い 
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た め 、 報 告 日 現在 で は その 影響 が 明らか で な いこ と が ある 。 


その 場合 に は 、 過 去 の 情報 か ら 見 積 も ら れ た 確率 を ペー ス に 必要 な 修正 を 
行う こと で 、 足元 で 発生 し て いる イベ ント に よる 影響 を 引当 に 反映 する こと が 
考え られ る 。 

この よう な 見 積 り は 、 上 記 の 基本 的 な 視点 に 基づい て 、 各 金融 機関 の 適切 
か つ 合 理 的 な 経営 陣 の 判断 に よっ て 行わ れる も の で あり 、 特 定 の 方 法 に 限 
られ る わけ で は な い が 、 例 えば 貸 倒 実績 率 法 を 採用 し て いる 金融 機関 に お 
いて は 以下 の よう な 調整 が 考え られ る 。 


な お 、 イ ベン ト に よる 影響 は 、 あ くま で 一 時 点 の 見 込み で あり 、 確 定 し た 影響 
で は な いた め 、 当該 イベ ント に よる 個々 の 貸出 先 へ の 影響 を 継続 的 に フォ ロ 
ー ア ッ プ し て いく こと が 重要 で ある 。 


調整 例 タ 


特定 の 地域 に お ける 大 規模 な 災害 が 発生 し た 場合 に は 、 当 該 災 害 の 影響 
が 見 込ま れる エリ ア の 貸出 先 を グル ー ビ ン グ し て 、 過去 の 同種 ・ 同 規模 の 
災害 発生 時 の 貸 倒 実績 情報 を 収集 し 、 貸 倒 実 績 率 法 に よる 当該 グル ー プ 
の 引当 額 を 上 回 る 額 を 追加 的 な 引当 と し て 計上 する こと や 、 過去 の 同種 の 
災害 発生 時 の 貸 倒 実 績 率 を 算出 し 、 通 常 の 貸 倒 実 績 率 に 代替 する こと 等 
が 考え られ る 。 


な お 、 特 定 の 金融 機関 に お いて は 、 災 害 発生 時 の 実績 デー タ が 十分 で な 
いこ と も 考え られ る た め 、 今 後 、CRITS 等 の 外部 の 共通 デー タベース に お 
いて 情報 を 蓄積 し 、 こ れ を 各 金 融 機関 に お いて 活用 する こと も 考え られ る 。 


足元 で の 新種 の 製品 の 普及 に より 既存 製品 の 特定 の 部 品 を 製造 し て いる 
業者 に 対す る 発注 が 将来 的 に 大 きく 減少 する 見 込み と な っ た 場合 、 影 響 を 
受け 得る 貸出 先 を グル ー ビ ピン グ し た 上 で どの くら い 発 注 が 減少 する か 、 そ 
の 場合 どの 程度 経営 に 影響 が ある か を 見 積 り 、 引 当 に 反映 させ る こと が 考 
えら れる 。 


28 


現状 の 実務 に お ける 取組 事例 (自動 車 部 品 製造 業 ) 


自動 車 メ ー カ ー の 協力 会 社 に 対す る 融資 を 行う 際 に 、 経 済 状 況 や 産業 構造 の 変化 に 起因 する 受注 量 の 増 
減 見 込み に 応じ て 債務 者 区 分 を 変更 する な ど 、 機 動 的 に 引当 を 実施 (信金 ) 














" 自動 車 産業 へ の 貸出 割合 が 高く 、 景 気 急変 時 に 大 き な 影 響 を 受け る 顧客 が 多い た 


考え られ る 、 景 気 急変 時 に は 早め に 影響 を 察知 し 、 事 業者 に 与え る 影響 を 最小 化す る た め 

0 ソ 自動 車 産業 は 部 品 の 商 流 が 明確 で あり 、 受 注 量 の 増減 を 見 込み や すい た め 、 各 部 
品 メ ー カ ー の リス ク を 踏ま えた 融資 を 行っ て いる 

分 析 方 法 ン 早く 支援 を 行う た め に 、 早 く リ スク を 認識 








マソ 経済 状況 や 産業 構造 の 変化 に 起因 する 影響 が 個別 の 債務 者 の 損益 に 反映 され て 
引当 へ の 反映 いな い 段 階 で あっ て も 、 特 に 影響 を 受け る 部 品 メ ー カ ー の グル ー プ に つい て 、 受 注 
量 の 増減 を 見 込ん で リス ク を 認識 し 、 引 当 に 反映 し て いる 














※ 経 済 状況 や 産業 構造 の 変化 に よる 個別 債務 者 へ の 影響 を 見 込ん で 債務 者 区 分 を 変更 し て いる 事例 で あ 
り 、 引 当 率 や 引当 額 を 全体 と し て 調整 し て いる 事例 で は な い 





(4) 大 口 与信 先 債権 に つい て の 考え 方 


上 記 (2) の よう に 、 引 当 の 見 積 り に 関し て は 、 集 合 的 な 見 積 り を 原則 と する た め 、 
大 口 与信 先 に 関し て も 、 個別 の 産業 の 動向 が 複数 の 事業 者 に 波及 する 等 の 場 
合 に 、 リ スク 特性 が 類似 する 先 を グル ー ビ ピン グ し て 、 集 合 的 に 引当 を 見 積もる こ 
と が 考え られ る 。 


他方 、 要 管理 先 や 景気 変動 等 の 影響 を 受け て 債務 者 区 分 が 変動 し や すい 
貸出 先 等 で あっ て 、 経 営 に 大 き な 影響 を 与え る よう な 大 口 与信 先 等 、 他 の 貸出 
先 と リス ク 特 性 が 異な る 場合 は 個別 に 引当 を 見 積もる こと が 考え られ "、 実 際 に そ 
の よう な 取組 み を 行っ て いる 金融 機関 も 見 られ る と ころ で ある 。 


大 口 与信 先 の 個別 見 積 り の 方 法 に つい て は 、 以下 を 含め 、 い くつ か の 方 法 が 
考え られ る が 、 与 信 額 、 ボ ラテ ィ リ ティ 等 を 考慮 し た 経営 上 の 重要 性 、 個 別 貸出 
の リス ク 特 性 や 金融 機関 の 方 針 等 に 照ら し て 、 適 切な 方 法 を 選択 すべ き と 考 えら 
れる 。 


① DCF 法 ( た だ し 、 現 行 の DCF 法 " に 関し て は 、 過度 に 複雑 な 見 積 過程 を 要 す 
る と の 指摘 も ある た め 、 債 務 者 の 実態 に 近づけ る 観点 か ら 、 一 定数 以上 の 





8 な お 、 上 記 の よう に 大 口 与信 先 の リス ク 特 性 と 他 の 債権 の リス ク 特 性 が 異な る 場合 に お いて 、 
大 口 与信 先 が 破綻 懸念 先 以下 に 下方 遷移 し た 場合 に 、 直 ち に その 他 の 全て の 債権 に 対し て 同様 の 
予想 損失 率 の 引上げ を 行う 必要 は な く 、 個 々 の 金融 機関 の ポー ト フ ォ リ オ の 性 質 に 照ら し て 判断 
され る べき も の と 考え られ る 。 

9 現行 の DCF 法 に 関し て は 「 銀 行 等 金融 機関 に お いて 貸 倒 引当 金 の 計上 方 法 と し て キャ ッシュ ・ 
フロ ー 見 積 法 (DCF 法 ) が 採用 され て いる 場合 の 監査 上 の 留意 事項 」( 平 成 15 年 2 月 24 日 、 日 


公認 会 計 士 協 会 ) を 参照 。 
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個別 見 積 り を 行う た め に 適し た 方 法 に つい て 、 日 本 公認 会 計 士 協会 に お い 
て さら に 検討 ・ 研 究 が 行わ れる こと が 期待 され る 。 ) 


② PD 法 ( 集 合 的 な 見 積 り に お いて 貸 倒 実績 率 法 を 採用 し て いる 金融 機関 で 
あっ て も 、 大 口 与信 先 に 関し て は 、 上 記 (1)① の と お り 、 過去 ・ 現 在 ・ 将 来 の 
信用 リス ク 情 報 ( 業 種 特性 、 景 気 感応 度 等 ) を 勘案 し た 倒産 確率 
(Probability of Default) と 倒産 時 損失 率 (Loss Given Default) を 用 いて 個別 
に 予想 損失 額 を 算出 する こと が 考え られ る 。) 


③ 債権 額 か ら 市 場 に お ける 売却 可能 見 込 額 を 減じ る 方 法 


また 、 個 別に 将来 の キャ ッシュ フロ ー の 見 積 り を 行う 場合 で あっ て も 、 貸 出先 
の 財務 情報 や 定性 情報 に 限ら ず 、 過 去 ・ 現 在 ・ 将 来 の 信用 リス ク 情 報 を 合理 的 に 
可能 な 範囲 で 勘案 する こと が 適切 で ある 。 


その 際 、 大 口 与信 先 と いっ て も 、 例え ば 、 長 年 の 関係 性 が ある 地元 の 大 手 企 
業 で 経営 が 悪化 し て も で きる 限り 支援 する 方 針 の 貸出 先 を 評価 する 場合 と 、 関 
係 性 の 薄い 投資 目的 の 貸出 先 を 評価 する 場合 で 、 信 用 リス ク の 特性 が 異な る た 
め 、 そ れ ぞ れ の 貸出 先 の リス ク 特 性 を 勘案 し て 見 積 り を 行う こと が 重要 で ある 。 
具体 的 に は 、 得 られ る 情報 や 金融 機関 の 方 針 等 の 違い に よっ て 、 見 積もる こと が 
で きる 将来 の キャ ッシュ フロ ー の 水準 や 期間 が 異な る こと が 考え られ る (BOX3 も 
参照 ) 。 


特に 、 正 常 先 で あっ て も 他 の 貸出 と リス ク 特 性 が 異な る 貸出 先 に は 、 足 元 の 
財政 状態 や 経営 成績 に 問題 が な く と も 、 景 気 サ イク ル の 影響 を 受け や すく 将来 
の キャ ッシュ フロ ー の 変動 性 が 高い 貸出 先 も 含ま れる と 考え られ る た め 、 そ の よ 
うな 場合 に は 将来 の キャ ッシュ フロ ー の 変動 性 も 考慮 し た 見 積 り を 行う こと が 適 
切 で ある 。 


3. 個別 貸 倒 引 当 金 の 見 積 り に あたっ て の 視点 


(1) 個別 貸 倒 引 当 金 の 対象 と な る 債権 の 的 確 な 把握 


当局 は 、 融 資 ポ ー ト フォ リオ の 損失 の 認識 が 遅れ る こと を 防ぐ た め に 、 各 金融 
機関 が 個別 貸 倒 引当 金 の 対象 と な る 債権 を 的 確 に 把握 し 、 回収 不能 見 込 額 に 
つい て 適時 に 償却 ・ 引 当 を 計上 する 態勢 を 整備 し て いる か どう か を 検証 する 。 こ 
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の よう に 、 金 融 機関 が 個別 の 貸出 を 適切 に 評価 で き て いる か どう か の 検証 は 引 
き 続き 重要 で ある 。 


その 際 に は 、 例 えば 以下 の よう な 点 に も 着目 する 。 
- 経済 合理 性 の な い 追い 貸し が な され て いな いか 
貸出 先 の 状況 を 把握 で き て いる か 
- 正常 先 や 要 注 意 先 か ら の 突発 破綻 が 不 自然 に 増え て いな いか !9 


過去 の 検査 で は 、 当局 が 、 金 融 機関 の 貸出 先 が 実 質 債務 超過 に 陥っ て いる 
こと を 重視 し て 、 破 綻 懸念 先 が 相 当 で ある と いう 指摘 を 繰り 返し 行っ て きた こと も 
あり 、 金 融 機関 の 融資 行動 に も 一 定 の 影響 が 生じ た と 考え られ る 。 


確か に 、 貸 出先 の 信用 状態 を 評価 する に 際 し て 、 貸 出先 が 保有 する 債権 の 回 
収 可 能 性 や 資産 の 含み 損 を 考慮 し 、 実 質 的 に 債務 超過 状態 に 陥っ て いる か どう 
か を 把握 する こと は 重要 で ある が 、 最 終 的 に は 、 元 本 及び 利息 の 回 収 に 重大 な 
懸念 が あり 、 貸 出 の 全部 又は 一 部 の 貸倒れ に 至る 可能 性 が 高い か どう か が 重 
要 で ある と 考え られ る 。 


その た め 、 破綻 懸念 先 か どう か の 判定 に お いて は 、 貸出 先 の 過去 の 経営 成 
績 や 経営 改善 計画 だ け で な く 、 事業 の 成長 性 ・ 将 来 性 や 人 金融 機関 に よる 再生 支 
援 " 等 も 勘案 し た 、 実質 的 な 返済 可能 性 (将来 の キャ ッシュ フロ ー) の 程度 を 重視 
し て 、 貸倒れ に 至る 可能 性 が 高い か どう か を 評価 すべ き で ある 。 


な お 、 現 状 の 実務 で は 、 実 質 債 務 超過 に 陥っ て いる 貸出 先 に つい て は 、 事 業 
継続 可能 な 先 で あっ て も 、 保 守 的 に 破綻 懸念 先 に 区 分 し た 上 で 、 再 生 支 援 等 
積極 的 に 行う 方 針 を 採用 し て いる 金融 機関 も 存在 する が "、 当 局 が 事業 継続 可 
能 な 破綻 懸念 先 に 対す る 貸出 を 検証 する 際 に は 、 当 該 金融 機関 が 再生 支援 等 
の 取組 み を 進め や すく な る よう な 対応 が 必要 で ある 。 例え ば 、 破 綻 懸念 先 に 対す 





19 な お 、 現状 の 実務 で は 、 正 常 先 や 要 注 意 先 に 区 分 され て いて も 、 適 切な 期中 管理 を 怠っ て いた 
た め に 突発 破綻 に 至る 事例 も 認め られ る と ころ で ある が 、 こ の よう な 場合 に は 、 人 金融 機関 は 債務 
者 の 信用 状態 の 悪化 を 適時 ・ 的 確 に 把握 する よう 、 態 勢 整 備 に 取り 組む こと が 重要 で ある 。 

11 金融 機関 再生 支援 を 勘案 する に あたっ て は 、 再 生 支 援 態 勢 の 整備 状況 や 顧客 の 経営 改善 実績 
等 に 加え て 、 顧 客 支援 の た め に どの よう な リス ク テ イ ク を 行う 方 針 な の か 、 リ スク テイ ク の た め 
に どの よう に 資本 配 央 を 行う 方 針 な の か 等 と いっ た 金融 機関 の 支援 の 持続 可能 性 の 観点 か ら も 実 
効 性 に 留意 する 必要 が ある 。 

12 この よう に 破綻 懸念 先 に 事業 継続 可能 な 先 が 含ま れ て いる 金融 機関 に お いて 予想 損失 率 法 に 
より 個別 貸 倒 引当 金額 を 見 積もる 場合 に は 、 当 該 債務 者 区 分 の 中 で も 、 事 業 継続 が 見 込ま れる 先 
と そう で な い 先 を グル ー ビ ピン グ す る 等 に より 、 そ れ ぞ れ の 信用 リス ク に 合っ た 適切 な 予想 損失 率 
を 検討 する こと も 考え られ る 。 


31 


る 追加 融資 が な され て いる こと の み を 理由 に 融資 審査 態勢 に 問題 が ある と いっ 
た 指摘 を 行う の で は な く 、 当該 金融 機関 の 経営 理念 や 融資 方 針 と の 整合 性 の 観 
点 か ら 個々 の 融資 審査 に 問題 が な いか 、 最 終 的 な 資金 の 回 収 可 能 性 は どう か を 
検討 する こと が 重要 で ある 。 


(2) 個別 貸 倒 引 当 金 の 見 積 方 法 


破綻 懸念 先 、 実 質 破綻 先 、 破 綻 先 に 対す る 各 債 権 に 関し て は 、 個 々 の リス ク 
特性 が 他 の 債権 と 異な る と 考え られ る た め 、 個 別に 引当 を 見 積もる こと が 適切 で 
ある 。 


破綻 懸念 先 債権 の 引当 の 見 積 方 法 に つい て は 、 現状 の 実務 に お いて 、 以 下 
を 含め いく つか の 方 法 が 定着 し て お り 、 個 別 筑 出 の リス ク 特 性 や 各 金 融 機 関 の 
方 針 等 に 合っ た 方 法 を 採用 すべ き で ある 。 例え ば 、 倒 産 時 に 金融 機関 の 健全 性 
や 収益 に 及ぼ す 影 響 が 大 きい と 認め られ る 大 口 与信 先 に 対す る 引当 を 見 積 
も る 際 に は 、 個 別に 将来 の キャ ッシュ フロ ー を 見 積もる 方 法 が 、 信 用 リス ク の 実 
態 を 引当 に 反映 し や すい と 考え られ る 。 


① 予想 損失 率 法 (個別 の 債権 毎 に 担保 ・ 保 証 等 に よる 回 収 見 込 額 を 考慮 し た 
上 で 、 貸 倒 実績 等 の 確率 を 用 いる 方 法 ) 


な お 、 現 状 の 実務 で は 、 予 想 損失 率 の 算出 に 当たっ て 今後 3 年 間 の 損失 
を 見 込め ば 足り る と し て いる が 、 よ り 長 期 に わた っ て 損失 が 発生 する 
と 見 込ま れる 場合 に は 、 当 該 期間 の 損失 を 見 込む こと も 考え られ る 。 


DCF 法 


⑮ 


(③ キャ ッシュ フロ ー 控 除法 (個別 の 債権 毎 に 担保 ・ 保 証 等 に よる 回 収 見 込 額 
を 考慮 し た 上 で 、 合 理 的 に 見 積 も ら れ た 将来 の キャ ッシュ フロ ー に より 回 収 
可能 な 部 分 を 除い た 残額 を 予想 損失 額 と する 方 法 ) 


④ 債権 額 か ら 市 場 に お ける 売却 可能 見 込 額 を 減じ る 方 法 
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現状 の 実務 に お ける 取組 事例 (破綻 懸念 先 の 長期 的 な 支援 と 損失 見 込 期間 の 長期 化 ) 





破綻 懸念 先 の 分 類 額 に 対す る 引当 率 を 算出 する 際 に 長期 の 損失 見 込 期間 を 設定 し 、 当 該 期間 の 貸 倒 実 
績 に 基づき 引当 率 を 算出 (複数 ) 

















考え られ る ソ 顧客 と 長期 的 な 関係 を 維持 し た いと いう 方 針 で あり 、 顧 客 が 破綻 懸念 先 に 区 分 され 
融資 行動 と て も 、 で きる 限り 継続 的 な 関係 を 維持 する 方 針 
リス ク の ソ 他方 、 長 期間 を 通じ た 顧客 の リス ク を 把握 し た い が 、3 年 間 の 損失 の み を 見 込む の 
分 析 方 法 で は リス ク の 過小 評価 に な っ て し まう お それ 
ソ 3 年 間 の 損失 の み を 見 込ん で 引当 率 を 計測 する と 、 引 当 が 過小 と な っ て し まう お そ 
引当 へ の 反映 れ が ある た め 、 貸 出 の 実質 的 な 残存 期間 を 考慮 し 、 当 該 期 間 の 貸 倒 実績 を 集計 し 、 
貸 倒 実 績 率 を 算出 

















ぐ BOX3> 金融 機関 の 方 針 ・ 行 動 と 引当 と の 関係 


特定 の 顧客 に 複数 の 金融 機関 が 融資 を 行っ て いる 場合 の 引当 に 関し て は 、 
金融 機関 の 方 針 ・ 行 動 に に っ て それ ぞ れ の 金融 機関 の 引当 の 見 積 額 に 違い が 
生じ 得る と 考え られ る 。 例え ば 以下 の よう な 場面 が 考え られ る 。 


再生 支援 が 貸出 先 の 将来 の 返済 可能 額 に 与え る 影響 


貸出 先 の 信用 状態 が 悪化 し て いて も 、 事 業 継続 が 見 込ま れる 場合 に 
は 、 金 融 機 関 の 融資 、 再 生 支援 等 の 方 針 や それ に 基づく 行動 が 貸出 先 の 
事業 継続 可能 性 や 返済 可能 額 に 影響 を 与え 、 全 体 の 返済 額 自体 が 拡大 す 
る こと も あり 得る (これ に 対し 、 貸 出先 の 事業 継続 が 困難 で 破綻 が 具体 的 に 
見 込ま れる 場合 に は 、 金 融 機関 の 方 針 や 行動 に よっ て 当該 貸出 先 か ら の 
全体 の 回 収 額 に 大 き な 違 い が 生 じ る こと は 考え に くい が 、 個別 の 金融 機関 
の 回 収 行動 に よっ て 回 収 額 の 差異 は 生じ 得る ) 。 


例え ば 、 実 効 的 な 再生 支援 態勢 を 整備 し 、 信 用 状態 が 悪化 し た 貸出 先 
に つい て も 、 で きる 限り 融資 取引 関係 を 維持 し て 支援 する 方 針 の 金融 機関 
で は 、 当該 支援 に よる 事業 継続 可能 性 も 勘案 し て 、 引 当 を 見 積もる こと が 
考え られ る ( 注 ) 。 また 、 自 行 で は 再生 支援 の た め に 割く 人 員 を 抑え て 、 信 用 
状態 が 悪化 し た 貸出 先 に つい て は 事業 再生 支援 を 行っ て いる 第 三 者 に 債 
権 売却 を 行う 方 針 の 金融 機関 で は 、 当該 債権 売却 に 伴う 損失 を 勘案 し て 、 
引当 を 見 積もる こと が 考え られ る 。 


( 注 ) 当局 と し て は 、 仮に 金融 機関 に よる 再生 支援 が 実効 性 を 欠き 、 損 失 先 
送り の た め に 合理 的 で な い 追い 貸し を 行う こと で 貸出 先 の 事業 継続 可能 
性 が 仮装 され て いる よう な 場合 に は 増大 し た 与信 を 含め て 適切 に 把握 
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し 、 当 該 貸 出先 の 実態 に 即 し た 償却 ・ 引 当 の 見 積 り に つい て 再考 を 促 
す 。 


貸出 先 へ の 影響 力 の 違い に 起因 する 引当 の 見 積 額 の 相違 


信用 状態 が 悪化 し た 特定 顧客 へ の 貸出 の 引当 を 見 積もる 場合 、 実 効 的 
な 再生 支援 を 行っ て いる メイ ン の 取引 金融 機関 と 、 取 引 を 維持 し て いる も の 
の 再生 の 成 呑 は メイ ン 行 次 第 と いう 非 メイ ン の 金融 機関 で は 、 貸 出先 の 事 
業 継続 可能 性 に 関す る 見 通し が それ ぞ れ 異 な る こと が 考え られ る 。 


具体 的 に は 、 メ イン 行 の 支援 継続 吉 何 に よっ て 貸出 先 の 事業 継続 が 可 
能 か どう か が 左右 され る よう な ケー ス に お いて 、 情 報 量 が 多く 貸出 先 の 事 
業 継続 可能 性 へ の 影響 カカ が 大 きい メイ ン 行 は 、 自 行 が 支援 継続 方 針 を 採 
用 し て いる こと を 前 提 と し て 、 貸 出先 の 事業 継続 に 懸念 は 少な いと し て 引当 
を 見 積もる こと が 考え られ る が 、 情 報 量 が 少な く 貸 出先 の 事業 継続 可能 性 
へ の 影響 力 が 小さ い 非 メイ ン 行 は 、 事 業 継続 に 懸念 が ある こと を 前 提 に 引 
当 を 見 積もる こと が 考え られ る 。 











ぐ BOX4 > 正常 な 運転 資金 と 引当 の 見 積 り 


債権 の 回 収 可能 性 を 引当 に 反映 する と いう 観点 か ら は 、 破綻 懸念 先 債権 の 
引当 の 見 積 り に あたっ て も 、 担保 ・ 保 証 に よる 回 収 見 込 額 の みな ら ず 、 資金繰り 
等 を 継続 的 に モニ タリ ング する こと を 前 提 と し て 、 正常 な 運転 資金 と 認め られ る 
貸出 金 の うち 回 収 の 確実 性 が 合理 的 で 裏付け 可能 な も の を も 勘案 し て 引当 を 
見 積もる こと が 考え られ る 。 


この 考え 方 に 基づき 、 将来 の キャ ッシュ フロ ー を 見 積もる 方 法 を 採用 する 場 
合 に は (例え ば 上 記 ②、③ 等 ) 、 上 記 の 正常 運転 資金 額 を 将来 の キヤ ッシュ フロ 
ー に 織り 込ん で 評価 すれ ば 足り る と 考え られ る 。 


この ほか 、 予 想 損失 率 を 用 いる 方 法 を 採用 する 場合 に は (例え ば 、 上 記 ① 
等 ) 、 上 記 の 正常 運転 資金 額 を 担保 ・ 保 証 等 に よる 回 収 見 込 額 に 含め て 見 積 も 
る 方 法 や 、 担 保 ・ 保 証 に よる 回 収 見 込 額 以 外 の 将来 の キャ ッシュ フロ ー が 見 込 
まれ る 貸出 先 を グル ー ビ ン グ し て 、 正常 運 転 資金 の 回 収 見 込み を 織り 込ん だ 予 
想 損失 率 を 用 いて 引当 を 見 積もる 方 法 等 が 考え られ る 。 
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< ぐ BOX5> 融 資 に 関す る 検査 ・ 監 督 と 金融 機関 の 創意 工夫 と の 関係 の 具体 例 


金融 機関 が 、 経 営 理念 ・ 戦 略 に 沿っ て 、 融 資 に つい て の 自主 的 な 創意 工夫 
や 、 引 当 の 見 積 り を 含め 信用 リス ク の 特定 ・ 評 価 の プロ セス を 改善 に 取り 組 も うと 
し て も 、 当局 が 特定 の ビジ ネス モデ ル を 想定 し た 一 律 の 検査 ・ 監 督 を 行え ば 、 金 
融 機関 の 取組 み を 制約 する 可能 性 が ある 。 そのため 、 当局 と し て は 、 人 金融 機関 
の 自主 的 な 創意 工夫 を 制約 し な いよ う 、 当該 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 即 し た 形 
で 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 を 進め て いく 。 


具体 的 に は 、 以 下 の よ うな 場面 が 考え られ る 。 





例 ① 


過去 

ツ 当局 に よる 個別 貸出 の 査定 の 際 に 、 金融 機関 が 、 地 元 の 再生 支援 対象 の 貸出 先 の 事業 
の 将来 性 等 を 説明 し て も 、 当局 が これ に 理解 を 示さ ず 、 実 質 債 務 超 過 だ か ら 破 綻 懸 念 先 で 
は な いか と の 指摘 を 行え ば 、 金 融 機関 内 部 で も 、 当該 先 に 対す る 経営 改善 支援 や 追加 融 
資 に 消極 的 に な る 可能 性 が ある 。 























新た な 姿 

マソ 個別 の 債務 者 区 分 が 間違っ て いる か どう か の 検証 に 注力 する の で は な く 、 当該 金融 機関 が 
経営 理念 に 沿っ て どの よう に 顧客 の 再生 支援 に 取り 組ん で いる の か を 把握 し 、 顧 客 の 経営 
状況 や 再生 支援 の 合理 性 等 を 検討 し た 上 で 、 今 後 支援 を さら に 行っ て いく 上 で の 課題 に つ 




















いて 議論 する 。 
例 ② 
過去 


当局 が 、 金 融 機関 に よる 訟 意 的 な 引当 の 見 積 り を 過度 に 懸念 し て 、 過 去 の 貸 倒 実績 率 に 
依拠 し た 見 積 り を 一 律 に 強制 すれ ば 、 金融 機関 に よっ て は か えっ て 信用 リス ク に 対し て 適 
切な 引当 を 見 積もる こと が で きず 、 ひ いて は 当該 金融 機関 の 健全 性 を 適切 に 評価 する こと 
が 困難 と な る 可能 性 が ある 。 




















新た な 姿 

y 関係 者 と の 議論 を 経て 、 様 々 な 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 特性 に 合っ た 引当 の 見 積 方 法 を 今後 
蓄積 ・ 公 表し て いく こと で 各 金 融 機 関 の 取組 み を 進め や すく する と と も に 、 

マソ 個別 の 金融 機関 に 対し て は 、 引 当 の 見 積 り プロ セス の 検証 を 重視 し 、 例 えば 、 当該 金融 機 
関 の 経営 陣 が 、 支 援 対 象 先 を グル ー ピ ング し た 上 で 当該 グル ー プ の リス ク 特 性 を 考慮 し て 
引当 を 見 積もる と いっ た 取組 み を 尊重 する 。 
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例 ③ 


過去 

Y 地元 の 中 小 企業 向け 融資 の 貸出 残高 が 、 金 融 機関 が 想定 し て いた よう に 伸び ず 、 一 時 的 に 
収益 が 悪化 し て いる 場合 に 、 当局 が 金融 機関 の 経営 理念 に 理解 を 示す こと な く 、 本 業 赤字 
で ある こと を 単に 指摘 し 、 ビ ジネス モデ ル の 持続 可能 性 に 疑問 を 呈す る 。 





























新た な 姿 

y 当該 金融 機関 の 経営 理念 ・ 方 針 を 起点 と し て 、 リ スク に 見 合っ た リタ ー ン を どの よう な 時 間 軸 
で 見 込ん で いる の か を 理解 し 、 当 該 金 融 機関 の 健全 性 の 程度 も 勘案 し つつ 、 時 間 軸 を 意識 
し て モニ タリ ング する 。 

















この よう に 、 人 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 即 し て 、 優先 課題 の 対話 を 行っ て いく こ 
と は 、 人 金融 機関 に お いて 、 改善 の 取組 み を 制約 され る こと が な く な り 、 自ら の 経営 
理念 に 沿っ た 形 で の 様々 な 創意 工夫 に 取り 組み や すく な る こと に 加え 、 健 全 性 の 
適切 な 評価 に も 資す る も の と 考え られ る 。 











ぐ BOX6> 開示 債権 と の 関係 


我が国 に お いて は 、 法 令 上 開示 が 要求 され て いる 債権 と し て 、 銀 行 法 等 に 基 
づく リス ク 管 理 債権 及び 金融 機能 の 再生 の た め の 緊 急 措置 に 関す る 法律 (以下 
「 再 生 法 」 と いう ) に 基づく 開示 債権 が ある 。 な お 、 令 和 元 年 5 月 に 、 リ スク 管理 債 
権 と 再生 法 開示 債権 の 開示 を 一 本 化す る た め の 銀 行 法 施行 規則 等 の 改正 に 
つい て 、 意 見 募集 が な され た 。 

リス ク 管 理 債権 上 貸出 金 を 対象 と し て 、「 破 綻 先 債権 」、「 延 滞 債 権 」、「3 
カ月 以上 延滞 債権 」、「 貸 出 条 件 緩和 債権 」 に 該当 する も の を 区 分 し て 開 
示 

再生 法 開 示 債権 ・・ 貸 出 金 、 貸 付 有 価 証券 、 支 払 承諾 見 返 、 外 国 為 替 、 
金融 機関 保証 付 私 募債 、 そ の 他 資 産 中 の 未収 利息 及び 仮払金 を 対象 
に 、「 破 産 更生 債権 及び これ ら に 準ずる 債権 」、「 危 険 債権 」、「 要 管理 債 
権 」、「 正 常 債権 」 に 区 分 し て 開示 

これ ら の 債権 の 開示 は 、 法 令 上 の 要請 で あり 、 そ の 区 分 の 正確 性 や 比較 可 
能 性 は 、 引 き 続 き 重 要 で ある 。 


た だ し 、 不 良 債権 区 分 の 運用 が 、 金 融 機関 の 融資 行動 に 影響 を 与え る と の 
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指摘 も あめ る た め 、 今後 も 正確 な 開示 を 行っ て いく 上 で 例え ば 以下 の 点 の 見 直し 
を 検討 する 必要 が ある 。 


再生 法 開示 債権 の 「 危 険 債権 」 は 、「 債 務 者 が 経営 破綻 の 状態 に は 至っ 
て いな い が 、 財 政 状態 及び 経営 成績 が 悪化 し 、 契約 に 従っ た 債権 の 元 
本 の 回 収 及 び 利 息 の 受 取り が で き な い 可能 性 が 高い 債権 」 を いう (再生 
法 施行 規則 第 4 条 第 3 項 ) 。 


か か る 定義 に 照ら せ ば 、 区 分 に あたっ て 重視 され る べき は 、 返 済 可能 性 
の 程度 で ある 。 し か し 、 こ れ ま で の 運用 の 中 で は 、 財 政 状態 の み を 重視 
し て 将来 の キャ ッシュ フロ ー を 見 込む こと が で きる 貸出 先 ま で が 人 危険 債 
権 に 区 分 され 、 結 果 的 に 経済 合理 的 な 融資 行動 を 妨げ て いた 事例 も 見 
られ た 。 今後 は 、 上 記 「3. (1) 個別 貸 倒 引 当 金 の 対象 と な る 債権 の 的 確 
な 把握 」 に お いて 触れ た よう に 、 本 来 重視 すべ き 返 済 可能 性 の 程度 を 踏 
まえ る よう 、 区 分 の 運用 を 改善 し て いく こと が 考え られ る 。 


リス ク 管 理 債権 の 「 貸 出 条件 緩和 債権 」 は 、「 債 務 者 の 経営 再建 又は 支 
援 を 図る こと を 目的 と し て 、 人 金利 の 減免 、 利 息 の 支 払 鑑 予 、 元 本 の 
返済 猫 予 、 債 権 放 棄 そ の 他 の 債務 者 に 有利 と な る 取決め を 行っ た 貸 
出 金 」 を いう (銀行 法 施行 規則 第 19 条 の 2 第 1 項 第 5 号 口 (4))。 


現状 の 枠組 み で は 、 人 金利 の 減免 等 が 行わ れ た 場合 で あっ て も 、 基 準 
金利 が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て いる 場 
合 に は 、「 債 務 者 に 有利 と な る 取決め 」 に は 該当 せ ず 、 貸 出 条件 緩和 
債権 に 該当 し な いと いう 解釈 が 示さ れ て いる (主要 行 等 向け の 総合 
的 な 監督 指針 思 一 dー2ー4 一 3 リス ク 管 理 債権 額 の 開示 等 ) 。 


し か し 、 当 該 基準 金利 自体 の 解釈 が 複雑 化し て いる 一 方 で 、 現 在 の 
低 金利 環境 下 に お いて は 、 複 雑 な 基準 に 当て は め て 貸出 条件 緩和 債 
権 該当 性 を 判断 する 意義 が 乏しい と の 意見 が ある 。 

この よう な 意見 を 踏ま え 、 貸 出 条件 緩和 債権 該当 性 に お ける 基準 金 
利 の 考え 方 に つい て は 今後 見 直し を 含め 、 検 討 を 行う 。 

その 際 、 現 在 の 金利 環境 だ け で な く 、 現 状 の 金融 機関 の 実務 、 貸 出 


条件 緩和 債権 を 開示 債権 と し た 法 の 趣旨 、 基 準 金利 抵触 の 有無 が 回 
収 可能 性 に 与え る 影響 の 有無 等 も 考慮 する 。 
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VI. 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 に 関す る 当局 の 態勢 整備 


1. 当局 の 評価 能力 の 向上 


新しい 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 は 、 各 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 即 し た も の と な る 
た め 、 特 に 以下 の よう な 点 で 幅広 い 知 見 や 高度 な 評価 能力 が 必要 に な る 。 し た が っ 
て 、 当局 に よる モニ タリ ング の 質 や 深度 、 適 切な 監督 対応 が な され る よう 、 品 質 管理 
の 仕組 み を 組織 と し て 整備 する こと が 一 層 重 要 に な る 。 


① 


② 
③ 


各 金融 機関 の 個性 ・ 特 性 (経営 理念 戦略 を 含む ) の 適切 な 把握 と これ に 即 
し た 実態 把握 


実態 把握 を 通じ た 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 重要 な 信用 リス ク の 特定 ・ 評 価 


経営 陣 の 判断 の 適切 性 ・ 合 理性 を 担保 する ガバ ナン ス や 判断 プロ セス の 
評価 


具体 的 に は 、 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 や 分 野 別 の 考え 方 と 進め 方 を 踏ま えて 、 以 下 
の よう な 対応 を 行う 。 

な お 、 足元 の 検査 ・ 監 督 に お いて も 、 既に 、 オ フサ イト の ヒア リン グ を 通じ た 金融 
機関 の 個性 ・ 特 性 の 把握 や 、 こ れ に 即 し た モニ タリ ング 計画 の 策定 や 実態 把握 の 試 
み を 始め て お り 、 今 後 も PDCA サイ クル を 回 し つつ 検査 ・ 監 督 の 品質 を 向上 させ て 


いく 。 


[リス ク ・ プ ロフ ァイル 、 オ フサ イト モニ タリ ング の 充実 ] 


各 金 融 機関 の 個性 ・ 特 性 の 日 常 的 ・ 組 織 的 な 把握 ・ 分 析 、 及 び 人 金融 機関 と 
の 認識 の 共有 


" 財務 局 職員 と 連携 し た 、 地 域 経 済 や 競争 環境 の 分 析 、 取 締 役 会 ・ 経 党 
会 議 等 資料 (融資 審査 基準 ・ 支 店 長 専決 権限 等 の 改正 や 内 部 監査 結 
果 等 を 含む ) の 把握 ・ 分 析 な ど 

不祥事 件 発生 状況 、 苦 情 情報 、 公 益 通報 ・ 内 部 告発 、 報 道 情報 等 の 分 析 

金融 機関 の 経営 トッ プ や 担当 職員 に 加え 、 社 外 取 締 役 、 監査 法人 、 顧 客 

(企業 アン ケー ト を 含む ) 、 商工 会 議 所 、 保 証 協 会 等 の 金融 機関 内 外 の 

様々 な レベ ル の 者 と の 対話 
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[人 材 の 育成 ・ 確 保 ] 


金融 庁 及び 財務 局 に お ける 融資 に 関す る 人 材 の 育成 ・ 確 保 ( 産 業 の 理解 
や 資金 使途 や 返済 財源 を 踏ま えた 返済 可能 性 の 評価 能力 の 向上 、 組 織 的 
な ノウ ハウ の 蓄積 な ど ) 


[情報 イン フラ の 整備 ] 
融資 に 関す る 徴 求 デー タ 及 び 徴 求 方 法 の 見 直し 
情報 イン フラ 基盤 及び 分 析 手 法 の 高度 化 
[品質 管理 ] 


個別 の モニ タリ ング を 内 部 検証 する 仕組 み の 導入 、 外 部 専門 家 に よる 評価 
を 通じ て 継続 的 な モニ タリ ング の 質 を 改善 


2. 見 積 り リプロ セ ス の 検証 を 前 提 と し た 金融 機関 の 経営 陣 の 判断 の 尊重 


金融 機関 が 顧客 の 多様 な ニー ズ に 応え る た め の 創 意 工夫 に 取り 組み や すい 環 
境 を 整え つつ 、 金 融 機関 の 健全 性 を 適切 に 評価 する た め に 、 当局 は 、 上 述 の と お り 、 
金融 機関 の 個性 ・ 特 性 に 着目 し 、 こ れ に 即 し た 検査 ・ 監 督 を 行っ て いく が 、 そ の 際 に 
は 、 原 則 と し て 金融 機関 の 経営 陣 の 判断 を 尊重 し 、 自主 的 な 取組 み を 妨げ な いこ と 
が 重要 で ある 。 


その た め 、 当 局 は 、 引当 の 水準 の 適切 性 を 担保 する た め に 、 利益 水準 が 下がる 
不況 期 に 金融 機関 の 見 積 り に 関す る 談 意 性 が 働き か ね な いこ と を 意識 し つつ 、 金 
融 機関 の ガバ ナン ス 等 を 含め た 見 積 り の 公正 性 や 検証 可能 性 の 有無 等 、 経 営 陣 の 
判断 に 至る プロ セス の 検証 を 行っ て いく 。 


その 結果 、 経 営 陣 の 判断 に 至る プロ セス が 妥当 で ある こと を 前 提 と し て 、 例え ば 、 
足元 や 将来 の 情報 を 勘案 し た 結果 、 単 純 な 過去 の 貸 倒 実 績 率 を 下回る 水準 の 見 
積 り が 行わ れ た 場合 に は 、 基 本 的 に は 金融 機関 の 経営 陣 の 判断 を 尊重 し た 上 で 、 
その 後 の 状 況 の 変化 の 有無 や バッ ク テ ス ト 等 の 事後 的 な 検証 も 含め 、 継続 的 に モ 
三 タ リング し て いく 。 

これ に 対し 、 経 営 陣 の 判断 に 至る プロ セス に 懸念 が 認め られ る 場合 (内 部 管理 熊 
勢 の 実効 性 に 問題 が 認め られ る 場合 を 含む 。 ) に は 、 当局 と し て は 、 当該 プロ セス に 
つい て より 深度 ある 実態 把握 を 行い 、 金 融 機 関 に 対し 、 ガ バナ ンス ・ 内 部 管理 態勢 
の 是正 を 求め 、 償 却 ・ 引 当 の 見 積 り に つい て 再考 を 促す こと も 検討 する 。 
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な お 、 当局 と し て は 、 上 述 の と お り 、 償 却 ・ 引 当 の 水準 の 適切 性 の みな ら ず 、 自 己 
資本 の 十分 性 、 リ スク テイ ク 、 収益 性 等 を も 勘案 し た 上 で 、 全体 と し て ビジ ネス モデ 
ル が 持続 可能 か どう か と いっ た 観点 か ら 金 融 機関 の 健全 性 を 評価 し て いく 。 


VII 会 計 監 査 人 と の 関係 


上 述 の と お り 、 各 金融 機関 の 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク に つい て は 、 金 融 
機関 の 経営 陣 に よる 見 積 り が まず も っ て 重要 で ある 。 こ の うち 、 会計 基準 に 基づき 
合理 的 に 見 積 り 可能 な 損失 は 償却 ・ 引 当 に よっ て 、 会 計上 捉え きれ な い リ スク に つ 
いて は 自己 資本 に よっ て それ ぞ れ 備え る こと が 適当 と 考え ら える 。 


当局 は 、 上 記 の と お り 、 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 に お いて は 、 財 務 会 計上 の 償 
却 ・ 引 当 に 反映 され て いな い 信 用 リス ク も 含め 、 将来 を 見 据え た 信用 リス ク そ の も の 
を 特定 ・ 評 価 し 、 収 益 、 リ スク テイ ク 、 自 己 資本 の 十分 性 、 引 当 の 水準 の 全体 と し て 
の 適切 性 等 を 勘案 し た ビジ ネス モデ ル の 持続 可能 性 の 議論 に 活か し て いく 。 


他方 、 会 計 監 査 は 、 予 想 損失 が 財務 諸表 上 に 正確 に 表現 され 、 出 資 者 (株 主 等 ) 
や 預金 者 と いっ た ステ ー ク ホル ダー に 対す る 正確 な 財務 報告 と な り 、 有 用 な 意思 決 
定 の 材料 と な る こと を 目的 と する も の で ある が 、 そ の 前 提 と し て 、 経営 理念 等 か ら 出 
発し て 、 融資 ポー ト フ ォ リ オ の 信用 リス ク の 特定 ・ 評 価 と いう プロ セス を 経る こと が 当 
該 目的 に も 資す る も の と 考え られ る 。 


その 上 で 、 当該 信用 リス ク の 財務 会 計上 の 償却 ・ 引 当 へ の 反映 も 、 第 一 次 的 に 
は 経営 陣 の 判断 に よっ て 行わ れる べき で ある が 、 そ れ が 会 計上 適切 に な され て い 
る か 否 か に 関す る 監査 は 会 計 監査 人 の 職責 で あり 、 当局 “は 、 こ れ ら の 経営 陣 の 判 
断 や 専門 的 意見 が 信用 リス ク の 特定 ・ 評 価 の プロ セス を 適切 に 経た も の で ある 限り 、 
これ ら の 判断 や 意見 を 尊重 する こと が 適切 で ある と 考え られ る (信用 リス ク の 特定 ・ 
評価 の プロ セス に 懸念 が ある 場合 に は 、 当局 と し て は 、 上 記 VI. 2. と 同様 、 深 度 あ 

る 実態 把握 を 行い 、 金 融 機 関 に 対し 、 ガ バナ ンス ・ 内 部 管理 態勢 の 是正 を 求め 、 償 
却 ・ 引 当 の 見 積 り に つい て 再考 を 促す 等 、 問題 の 程度 に 応じ た 対応 を 検討 する ) 。 





13 本 章 に お ける 当局 と は 、 金融 機関 の 監督 を 行う 当局 を 意味 する 。 
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VIII. 融資 に 関す る 検査 ・ 監 督 実務 に つい て の 今後 の 課題 


本 文書 で は 、 融 資 に 関す る 検査 ・ 監 督 実務 全体 に つい て の 当局 の 考え 方 と 進め 
方 を 示す と と も に 、 金融 機 関 が よ り 的 確 な 将来 見 通し に 基づい て 引当 の 見 積 り を 改 
療 す る 際 の 環境 を 整備 する た め に 、 基 本 的 な 視点 と いく つか の 具体 例 を 示し て い 
る 。 


も っ と も 、 基 本 的 な 視点 に 基づく 具体 的 な 改善 の 取組 み は 、 外 部 環境 の 変化 や 
金融 機関 の 個性 ・ 特 性 等 に 応じ て 本 文書 記載 の も の 以外 に も 様々 な も の が 考え ら 
れる 。 

その た め 、 今 後 、 融 資 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 過程 で 新た な 課題 や 事例 等 が 明 ら 
か に な っ た 場合 に は 、 当局 と し て も 、 関係 者 と の 議論 を 経て 、 何 ら か の 形 で 公表 する 
こと も 検討 し て いく 。 


以 上 
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(別紙 ) 
自己 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 の 現状 の 枠組 み 


1 . 自己 査定 


債権 の 査定 に 当たっ て は 、 原 則 と し て 、 信 用 格付 を 行い 、 信 用 格付 に 基づき 
債務 者 区 分 を 行っ た 上 で 、 債 権 の 資金 使途 等 の 内 容 を 個別 に 検討 し 、 担 保 や 
保証 等 の 状況 を 勘案 の うえ 、 債 権 の 回 収 の 危険 性 又は 価値 の 表 損 の 危険 性 の 
度合 い に 応じ て 、 分 類 を 行う 。 


な お 、 債権 と は 、 貸出 金 及 び 貸 出 金 に 準ずる 債権 (貸付 有価 証券 、 外国 為替 、 
未収 利息 、 未 収 金 、 貸 出 金 に 準ずる 仮払金 、 支 払 承 諾 見 返 ) を いう 。 








【 債 務 者 区 分 】 

正常 先 業況 が 良好 で あり 、 か つ 、 財 務 内 容 に も 特段 の 問題 が な い 
と 認め られ る 債務 者 

要 注 意 先 金利 減免 ・ 棚 上 げ を 行っ て いる な ど 貸 出 条件 に 問題 の ある 


債務 者 、 元 本 返済 若しくは 利息 支払 が 事実 上 延滞 し て いる 
な ど 履 行状 況 に 問題 が ある 債務 者 の ほか 、 業 況 が 低調 な い 
し は 不安 定 な 債務 者 又は 財務 内 容 に 問題 が ある 債務 者 な ど 
今後 の 管理 に 注意 を 要する 債務 者 





要 管 理 先 要 注 意 先 の 債務 者 の うち 、 当 該 債 務 者 の 債権 の 全部 又は 一 
部 が 要 管 理 債権 (「3 カ 月 以上 延滞 債権 」 又 は 「 貸 出 条件 組 
和 債 権 」) で ある 債務 者 








破綻 懸念 先 現状 、 経 営 破綻 の 状況 に は な い が 、 経 営 難 の 状態 に あり 、 


経営 改善 計画 等 の 進捗 状況 が 芳しく な く 、 今後 、 経 営 破綻 
に 陥る 可能 性 が 大 きい と 認め られ る 債務 者 (金融 機関 等 の 
支援 継続 中 の 債務 者 を 含む ) 





実質 破綻 先 法 的 ・ 形 式 的 な 経営 破綻 の 事実 は 発生 し て いな いも の の 、 
深刻 な 経営 難 の 状態 に あり 、 再 建 の 見 通し が な い 状 況 に あ 
る と 認め られ る な ど 実 質 的 に 経営 破綻 に 陥っ て いる 債務 者 








破綻 先 法 的 ・ 形 式 的 な 経営 破綻 の 事実 が 発生 し て いる 先 を いい 、 
例え ば 、 破 産 、 清 算 、 民 事 再生 、 会 社 更生 、 手 形 交換 所 の 
取引 停止 処分 等 の 事由 に より 経営 破綻 に 陥っ て いる 債務 者 
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【 実 抜 計画 や 合 実 計画 な ど に よる 債務 者 区 分 の ラン クア ッ プ 】 














計画 の 種別 合 実 計画 (合理 的 か つ 実 現 可 | 実 抜 計画 (実現 可能 性 の 高 
能 性 の 高い 経営 改善 計画 ) | い 抜 本 的 な 経営 再建 計画 ) 

ラン クア ッ プ 破綻 片 念 先 要 注意 先 | 要 管 理 先 つ その 他 要 注意 先 

内 容 監督 指針 を 参照 監督 指針 や 貸出 条件 緩和 全 








権 関係 Q&A に お ける 貸出 
条件 緩和 債権 の 解釈 を 参照 





【 十 分 な 資本 的 性 質 が 認め られ る 借入 金 】 


と 「 債 務 者 の 実態 的 内 容 」 の 把握 に あたり 、 十 分 な 資本 的 性 質 が 認め られ る 借 
入金 は 、 新 規 融資 の 場合 、 既 存 の 借入 金 を 転換 し た 場合 の いずれ で あっ て も 、 
負債 で は な く 資 本 と みな すこ と が で きる 。 


【 中 小 玲 細 企業 等 へ の 貸出 】 


> 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 に つい て は 、 当 該 企業 の 財務 状況 の みな ら ず 、 
役員 に 対す る 報酬 の 支払 状 


当該 企業 の 技術 力 、 販売 力 や 成長 性 、 代表 者 等 の 
況 、 代表 者 等 の 収入 状況 や 資産 内 容 、 保 


証 状況 と 保証 能力 等 を 総合 的 に 勘案 





























し 、 当 該 企業 の 経営 実態 を 踏ま えて 判断 する 。 
【 債 権 分 類 】 
債務 者 区 分 優良 担保 の | 一 般 保証 に | 一 般 担保 の | 優良 担保 ・ 一 般 | 担保 ・ 保 証 な 
処分 可能 見 | よる 回 収 可 | 処分 可能 見 | 担保 の 評価 額 と | し 
込 額 、 優 良 保 | 能 額 込 額 処分 可能 見 込 額 
証 に よる 回 の 差額 
収 可 能 額 
正常 先 1 ( 非 分 類 ) 
要 注意 先 I I 
要 管 理 先 I I 
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破綻 懸念 先 I I 机 


























実質 破綻 先 I I ll IV 
破綻 先 I I ll IV 
※ 決済 確実 な 割引 手形 等 及び 特定 の 返済 財源 に より 短期 間 の うち に 回 収 が 確実 


※ 


と 認め られ る 債権 も {分類 ( 非 分 類 ) と な る 。 


要 注 意 先 の 場合 、 原 則 と し て 正常 な 運転 資金 と 認め られ る 債権 も 分類 ( 非 
分 類 ) と な る 。 


破綻 懸念 先 、 実 質 破綻 先 、 破 綻 先 の IL 分類 に は 、 経 営 破綻 に 至っ た 場合 の 清 
算 配当 等 に より 回 収 が 可能 と 認め られ る 部 分 を 含む 。 


一 般 担 保 と は 、 優良 担保 以外 の 担保 で 客観 的 な 処分 可能 性 が ある も の を いい 、 
不動 産 担保 、 工場 財団 担保 、 動産 担保 、 債権 担保 等 が 一 般 担 保 に 含ま れ 得 る 。 


動産 担保 や 債権 担保 に 関し て は 、 担 保管 理 の 状況 、 担 保 の 処分 方 法 、 担 保 に 
関す る 法 的 な 現 導 の 有無 、 第 三 債 務 者 の 信用 状態 等 を 総合 的 に 勘案 し て 実質 
的 な 回 収 可能 見 込 額 が 算出 され て いる か 否 か に 着目 する 。 例 えば 、 債 権 担保 
に 関し て は 、 現 行 民法 下 で は 、 議 渡 禁 止 特約 が 付 さ れ て いる こと が 法 的 な 下 
工 と な り 得る が 、 改 正 民 法 の 施行 後 は 、 そ の 改正 の 趣旨 を も 踏ま えた 実質 的 
な 回 収 可能 額 を 算出 すべ き で あり 、 一 律 に 一 般 担保 と し て 認め られ な いわ け 
で は な い 。 


2. 償却 ・ 引 当 
【 一 般 貸 倒 引 当 金 (正常 先 、 そ の 他 要 注意 先 、 要 管理 先 ) 】 
> 算定 方 法 


貸 倒 実 績 率 法 ま た は 倒産 確率 法 に より 債務 者 区 分 毎 に 算定 
大 口 の 要 管 理 先 に 対す る DCF 法 の 適用 


ポー ト フ ォ リ オ の 構成 内 容 (業種 別 、 地 域 別 、 規 模 別 、 債 権 の 金額 別 、 
個人 ・ 法 人 別 、 商 品 の 特性 別 、 債 権 の 保全 状況 別 な ど ) に 応じ て 、 グ ル 
ー ブ プ 別 に 一 般 貸 倒 引 当 金 を 算定 する こと が 望ま し い 。 


と 損失 見 込 期間 (算定 期間 ) 
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原則 : 実態 の 貸出 期間 に 対応 し た 平均 残存 期間 


簡便 法 : 正常 先 債権 に つい て は 今後 1 年 間 、 要 注意 先 債権 の うち 要 管 理 
先 債権 に つい て は 今後 3 年 間 、 そ の 他 の 要 注 意 先 債権 に つい て は 今後 1 
年 間 の 損失 を 見 込め ば 足り る 。 な お 、 上 記 取 扱い は 、 貸 倒 実績 等 の デー 
タ の 整備 ・ 蓄 積 状況 が 十分 で な いこ と や 取引 形態 が 様々 で ある こと に よ 
り 、 平 均 残存 期間 の 損失 を 見 込む こと が 困難 で ある と の 事情 を 考慮 し た 
も の で ある 。 


> 予想 損失 額 の 算定 


正常 先 、 そ の 他 要 注意 先 、 要 管理 先 の それ ぞ れ に つい て 、 少 な く と も 過 
去 3 算定 期間 の 貸 倒 実 績 率 又は 倒産 確率 の 平均 値 を 算出 し 、 こ れ に 将来 
の 損失 発生 見 込 に 係る 必要 な 修正 を 行い 、 予 想 損失 率 を 求め 、 そ れ ぞ れ 
の 債権 額 に 予想 損失 率 を 乗じ て 算定 する 。 

予想 損失 率 は 、 経 済 状況 の 変化 、 融 資 方 針 の 変更 、 ポ ボー ト フ ォ リ オ の 構 
成 の 変化 (信用 格付 別 、 債 務 者 の 業種 別 、 債 務 者 の 地域 別 、 債 権 の 金額 
別 、 債 務 者 の 規模 別 、 債 務 者 の 個人 ・ 法 人 の 別 、 債 権 の 保全 状況 別 等 の 
構成 の 変化 ) 等 を 処 配 の 上 、 過 去 の 貸 倒 実績 率 又 は 倒産 確率 に 将来 の 予 
測 を 踏ま えた 必要 な 修正 を 行い 、 決 定 する 。 

特に 、 経 済 状 況 が 急激 に 悪化 し て いる 場合 に は 、 貸 倒 実績 率 又 は 倒産 確 
率 の 算定 期間 の 採用 に 当たり 、 直 近 の 算定 期間 の ウェ イト を 高め る 方 法 、 
最近 の 期間 に お ける 貸 倒 実績 率 又 は 倒産 確率 の 増加 率 を 考慮 し 予想 損 
失 率 を 調整 する な どの 方 法 に より 、 決 定 す る 。 


【 個 別 貸 倒 引当 金 】 
る 破綻 懸念 先 タ 


個別 の 債務 者 毎 に 担保 ・ 保 証 等 に よる 回 収 見 込 額 (1 ・II 分 類 ) を 控除 
し た 上 で 、 残 額 (分 類 額 ) に 対し て 必要 な 引当 を 設定 


(分 類 額 に 対す る 引当 の 算定 方 法 ) 
予想 損失 率 法 
キャ ッシュ フロ ー 控 除法 
債権 額 か ら 市 場 に お ける 売却 可能 見 込 額 を 減じ る 方 法 
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大 口 与信 先 に 対す る DCF 法 の 適用 
ぐる 実質 破 綻 先 ・ 破 綻 先 タ 
帳 分 類 額 に 対し て 引当 
IV 分 類 額 に 対し て 引当 又は 償却 (部 分 直接 償却 ) 


る 未収 利息 の 資産 不 計上 タ 


破綻 懸念 先 、 実 質 破 綻 先 及 び 破 綻 先 に 対す る 未収 利息 を 原則 と し て 資産 不 計 
上 と する 。 
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